Text and Translation of uepeker aynu oral narrative written down by KANNARI Matsu : The Tale of Six Woodcutters by 藤田, 護 & FUJITA, Mamoru
金成マツ筆録ノートの口承文学テクストの原文対訳及び解釈 
―散文説話「六人の山子（iwan yamanko）」 
 
藤田 護 
 
１．はじめに 
 
 千葉大学のアイヌ語勉強会では平取町のアイヌ語アーカイブ作成に協力者として参加してきたが、そ
の際に幾つも新しい物語や物語上の登場人物の存在に気づくこととなった。その一つが、ここに登場す
る「六人の山子（iwan yamanko）」と呼ばれるものたちであり、これは木村きみ氏及び黒川てしめ氏の語
りに登場する（以下２．（２）を参照）。これらの物語の聞きおこしと訳を検討する際に、同じ魔物が登
場する物語が金成マツ氏が筆録した散文説話のなかに存在することに気づき、藤田が担当しつつ、勉強
会の場で全文を検討した。その成果報告として同散文説話の原文対訳を公開するものである。 
 この散文説話の存在は、もともと坂田美奈子氏から教示いただいた。原文の翻刻は一旦坂田氏によっ
てなされ、2010年度に同氏と遠藤志保氏、小林美紀氏と、この散文説話の前半部分を用いて勉強会を実
施していたことがある。今回、千葉大学のアイヌ語勉強会で全文を検討しなおしたが、その基盤として
過去の勉強会の成果が存在することを特記しておきたい。 
 金成マツ氏の筆録ノートは、当初英雄叙事詩の翻刻と対訳が最も進んでいるが、それ以外のジャンル
への注目も少しずつ為されてきた。その嚆矢を成すのは、筆録されている散文説話のうち金成アシリロ
氏が語ったと明記されているものが、蓮池悦子氏によって翻刻・対訳されてきた（『アイヌ無形民俗文
化財記録刊行シリーズ』（「緑本」）各号、北海道教育委員会）。また、『知里真志保ノート』刊行の一環
として、筆録ノートの中の幾つかの物語が翻刻・対訳されている（『知里真志保フィールドノート
（４）』『知里真志保フィールドノート（５）』、北海道教育委員会）。 
以下の原文対訳は、ノートのページごとに区切り、原ノートの翻刻については、原ノートにおける行
数を示した。原ノートとともにアイヌ語表記を現代的なものに改めたテクストを付し、その下に日本語
への翻訳を付した。なお、行終わりに単語が切れている際にハイフンが付けられていることがあり、こ
れは金成マツ氏自身によるものと思われるため、翻刻の際に忠実に反映させた。また、この物語につい
ては知里真志保が欄外に書き込みをしている。その全てを判読するのはそれほど容易ではないが、判読
できるものについては注に反映させた。 
なお、注に用いた資料は略記したが、その一覧を以下に示す。 
『千歳方言辞典』 中川裕『アイヌ語千歳方言辞典』草風館、1995年。 
『沙流方言辞典』 田村すず子『アイヌ語沙流方言辞典』草風館、1996年 
『萱野辞典』  萱野茂『萱野茂のアイヌ語辞典』三省堂、1996年。 
『久保寺辞典稿』 久保寺逸彦『アイヌ語・日本語辞典稿』北海道教育委員会、1992年。 
『バチェラー辞典』 ジョン・バチラー『アイヌ・英・和辞典』岩波書店、1938年。 
『人間篇』  知里真志保『分類アイヌ語辞典・人間篇』（『知里真志保著作集・別巻２』平
凡社、1975年） 
『方言辞典』  服部四郎編『アイヌ語方言辞典』岩波書店、1964年。 
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２．物語の梗概と解釈 
 
（１）梗概 
 
 私［石狩川河口の若い村長］は、本当の長者として妻と暮らしていて、村人たちからも敬われていた
が、子どもがいなかった。 
 ある日、山にある川上の方の近くの狩り小屋に行きたくなり、妻に食料を準備してもらって出かけ
た。いつも通るカヤ原の倒木の上に私は腰かけて、食事をして、あたりの様子を楽しんでいると、よく
見ると痩せて乳をだらりと下げた狐がいる。私がここで食事をするのを知っていて、食べ残しを集めて
食べているようなので、私は気の毒に思い、二、三日分の食料を置いてその場を後にした。 
 狩り小屋に到着して泊まる準備をしていると、騒々しく何ものかが山から下りてくる声がする。する
と、大柄の和人が 6人、大きな斧を肩の上に乗せて入ってきて、腹が減ったのでものを食わせろと要求
する。悪い心を持った者たちであることが分かり、心がざわざわしていると、なんと川下の方から妻が
［いないはずの］子どもをあやしながら、荷物を背負ってやってくる。妻は狩り小屋に着くと料理を始
め、6人の和人［に見える者］たちは喜んで食事をする。妻は私には食べさせずに外に出ていなくなっ
てしまい、そうこうするうちにその 6人の者たちが腹が痛いと言い出して、外に出て行くと、その行っ
た先で大きな音が轟いて、そして静かになった。 
 朝まで待っていようと私は思うが、眠りに落ちてしまう。すると枕元に若い女性がいて、「私は天の
狐の大将の一家の末娘で、他の親戚たちが人間の世界に働きに行くのが羨ましく、自分も人間の世界に
来た。いつもあなたの食事の食べ残しを食べるのを楽しみにしていたが、子どもを産んで飢えてしまっ
た。あなたが私がいることに気づき、今回も食事を残していってくれたのが、本当にありがたかった。
あの者たちは、本当の山子ではなく、天の山裾に住む者（悪い熊）で、素行が悪いので人間の世界の隅
の林もなく鳥もいない場所へと追放されて下る途中で、腹が減ったので、あなたのところで食べ物を求
め、あなたのことも食べて、その後で村を荒らそうとしていた。これまでの返礼として、私があなたの
奥さんに化けて、トリカブトの毒で料理をして、あの者たちを殺した。彼らは、私がやったことだとは
気づいておらず、後悔している。なので、魔払いをしつつ改心させるとよい。毒は局所的にしか存在し
ないので、熊たちの肉体の他の部分は使える。また、あなたたち夫婦が子どもを持てるようにしよう。
これらすべてが、ささやかなお礼だ」と述べた。 
 夜が明けると私は村人たちとともに、大喜びで熊を解体する。夢の中に熊たちが現れて、他のカムイ
たちに対する私の取りなしや、私からの送りものにに感謝を述べ、礼として私の運を良くしようと述べ
た。 
 私は熊の肉や毛皮や胆のうを和人と交易し、美味しい食料をたくさん手に入れて、村人たちを招いて
宴会を開いた。カムイたちへの感謝を忘れず、捧げ物を欠かさずにいると、妻が子どもを本当に授か
り、その後は子と孫たちを可愛がり、子と孫たちから大事にされ、今や私は年を取ったので、件の狐を
はじめとしたカムイたちを敬うべきことを言い残しておくのだ。 
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（２）解釈 
 上述したように、平取町のアーカイブ構築事業の 2015 年度の報告書（『アイヌ語の保存・継承に必要
なアーカイブ化に関する調査研究事業第 2年次（北海道沙流郡平取町）調査研究報告書』国立大学法人
千葉大学、2015年1）において、この「六人の山子（iwan yamanko）」が登場する話が二つある。 
21-4 「モシパサリヒタ ソアタイ タックス アㇻパアン（斜里の村へ借金を請求しに私は行った）」 
 木村きみ口述 
24-4 「スㇽクトノ イピㇼマ（トリカブトの女神の警告）」黒川てしめ口述 
主人公を襲ったり、村を争うとする存在として登場することは共通であるが、沙流地方の話と幌別のこ
の話では幾つか異なる点があり、それを以下に列挙してみる。 
（１）沙流地方の二つの話では、六人の山子が「合体（yayuekarpa）」して二頭または一頭の熊になる。
幌別地方の金成マツ氏の筆録した物語では、合体せず、熊が和人の山子に変身（yaykar）し、六人で登
場する。 
（２）幌別地方のこの物語では、六人の山子の正体は天の山裾に住む悪熊であるとされ、素行が悪いの
で人間の世界の隅へと追放される途中である。沙流地方の 21-4では、山裾に住む悪熊が合体した六人の
山子と組んで主人公を襲うという構図で、六人の山子は山裾に住む悪熊とは別の「地底の国へ蹴落とさ
れた者（atteyne mosir a=kooterke pa p）」と説明されている。24-4においても「追い出された
（a=eniwcinne）者」と説明される。 
（３）沙流地方の話では、ともに六人の山子が化けた熊はバラバラに刻まれて倒木の上に置かれる。
21-4では組んでいた山裾に住む悪熊は、カムイたちへの取りなしを主人公に頼んで、主人公の憑神にな
る。幌別地方のこの物語では、狐のカムイの仲介で、主人公は六人の山子についてカムイたちへの取り
なしをして、六人の山子も狐のカムイと共に主人公の憑神となる。 
 しかしながら、なぜ和人の山子に化けるのか、そしてそれが主人公が後に和人と交易に行くことと関
係があるのかなど、謎めいた点が幾つも残っている。 
 また、この段階ではまだ具体的な考察ができないが、この物語は huci、すなわち金成モナㇱノウㇰ氏
が語り、それを金成マツ氏が筆録している。金成マツ氏が筆録した散文説話には、元の語り手として金
成マツ氏ではない人の名前が記されているものが幾つも存在する。同氏の筆録資料の散文説話の公開が
進むと、どれほど一人ひとりの語り手ごとのレパートリーや語りの特徴が筆録された物語にも現れるの
かを考察することが可能になると期待される。 
 
 
                                                   
1 この内容は平取町立アイヌ文化博物館のホームページ内でも公開されている―― 
http://www.town.biratori.hokkaido.jp/biratori/nibutani/culture/language/story/ 
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３．原文対訳テクスト 
 
p.1 
【原文翻刻】 
uyebekere aekirushihi Iwan yamanko 
 
1 Shino Nishpa Anewa shino / 2 Katkemat Ahekotewa shino / 3 uwe pirika an koro okai an / 4 usa ison hene usa 
bawetok / 5 Ane nei no sui akoro katkemat / 6 usa teketok tura shiretokkor / 7 usa yuptek uwekatarotke an/ 8 Autari 
utara hene obittano / 9 umurek anewa Iuko ainu / 10 koro an nep aerusui nep / 11 akonrusui ka somokino okai / 12 
an batek aikoituibap po ne / 13 kimta beni un kucha newa / 14 hanke kucha akoro wa anan / 15 tane ohonno beni un 
kucha / 16 otta omanan somoki shine / 17 an tota beni un kucha orun / 18 omanan rusui tane chep / 19 haru pon wa 
kusu boronno / 20 chepkoiki anrusui Aharuhu / 21 Akoro katkemat akare usa keran / 22 biye satchep hemem usa 
shito 
 
【表記変更】 
uepeker aekirusihi iwan yamanko 
sino nispa a=ne wa sino katkemat a=hekote wa sino uepirka=an kor okay=an. usa ison hene usa pawetok 
a=ne. neyno suy a=kor katkemat usa teketok tura siretokkor usa yuptek uekatarotke=an. a=utari utar hene opittano 
umurek a=ne wa i=ukoaynukor=an. nep a=e rusuy nep a=kor_ rusuy ka somo ki no okay=an. patek a=ikoytuypa2 p 
po ne.  
kim ta peni un kuca newa hanke kuca a=kor wa an=an. tane ohonno peni un kuca or_ ta oman=an somo ki. 
sine an to ta peni un kuca or un oman=an rusuy. tane cep haru pon wa kusu poronno cepkoyki=an rusuy. a=haruhu 
a=kor katkemat a=kare. usa keran piye satcep hemem usa sito 
 
【訳】 
ウエペケㇾ題名「六人の山子」3 
私は本当の長者であり、本当の淑女を私は妻として、本当に幸せに私たちは暮らしていた。私は狩猟も
上手く、雄弁でもあった。同様にまた、私の妻は手先も器用で、器量もよく、働き者でもあって、私たち
は仲良く暮らしていた。私の同胞たちも皆が夫婦となっていて、私のことを人々は敬っていた。何を食べ
たいと思うことも何を欲しいと思うこともなく、私たちは暮らしていた。ただ一つ欲しいものは子ども
であった。 
山に、川上の狩小屋で近くにある狩小屋を、私は持っていた。もう長いこと私は川上の狩小屋には行っ
ていなかった。ある日、川上の狩小屋へ行きたくなった。もう魚の肉が残り少なくなっていたので、たく
さん魚を獲っておきたくなった。私の（狩りに行く間の）食料を私の妻に作らせた。おいしい脂の乗った
干し魚やら、団子も 
 
  
                                                   
2 沙流方言では ikoytupaであるが、『ユーカラ集６』p.351に ikoytuypa（うらやましく）が見られ、
『方言辞典』でも幌別方言だけ ikoytuypaとなるらしい（p.165）。 
3 ノートの見開きの反対側のページに知里真志保ではないかと思われる自体で「六人の杣夫」と書き込
みがある。 
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p.2 
【原文翻刻】 
23 boronno usa birikep hene boronno / 24 ashike kara wa tutko / 25 rereko bakno chep koiki an / 26 orowa chip ari 
akusa wa / 27 sanan kuni aye pirikano / 28 chise ebunkine kunii Akoro / 29 katkemat Aekoitak nuye / 30 koro 
betturashi omanan aine / 31 shinki an usa iberusui / 32 an ramma oro akush ranke / 33 a boro kinup sara noshkehe / 
34 rukush wa nei akush kinup / 35 Noshketa hushkotoi wano hokush / 36 wa shituri wa an boro shikotan / 37 konni 
kashike ta Ashikehe / 38 Aante sonno shiri pirika hine / 39 sara enkashi hene kashiketa / 40 aan ushike hene shikush 
/ 41 nubek maknatara sonno / 42 Aekiroro an Aenuchaktekka / 43 Ashikehe wa satchep hemem / 44 shito hemem 
Amam taktak / 45 Asapte wa ni kuruka Aeare / 46 kane kimun iworo Auwam- / 47 bare kane ibe an bishta ibe an 
 
【表記変更】 
poronno usa pirkep hene poronno a=sike kar wa “tutko rerko pakno cepkoyki=an. orowa cip ari a=kusa wa san=an” 
kuni a=ye <pirkano cise epunkine> kuni h_i a=kor katkemat a=ekoytaknuye4 kor pet turasi oman=an ayne sinki=an 
usa iperusuy=an.  
ramma oro5 a=kus ranke a poro kinup sar noskehe ru kus wa ney a=kus kinup noske ta huskotoy wano 
hokus wa situri wa an poro sikotankonni6 kasike ta a=sikehe a=ante. sonno sirpirka hine sar enkasi hene kasike ta 
a=an usike hene sikus nupek maknatara. sonno a=ekiroroan a=enucaktekka7 a=sikehe wa satcep hemem sito hemem 
amam taktak a=sapte wa ni kurka a=eare kane kimun iwor a=uwanpare kane ipe=an. pis ta ipe=an 
 
【訳】 
たくさん、精白した穀物もたくさん妻は私の荷物を作って、「二日三日ばかり魚を獲ってくる。そして船
で運んで川を下って来るよ」と私は言って＜家をよく守るように＞ということを妻に私は言い置いて川
に沿って（上流へと）行くと、疲れてお腹も空いた。 
いつもそこを私が通る広いカヤ原の真ん中に道が通っていて、その私が通る草原の真ん中に、ずっと昔
から倒れて横たわっている太い木の上に、私は荷物を置いた。本当に良い天気で、カヤ原の上も、その上
に私が座る場所も日の光が明々と照らしている。私はとても面白く思い、楽しくなって、自分の荷物か
ら、干し魚であれ、団子であれ、おにぎりであれ出して、木の上に置いて、山の猟場を見渡しながら私は
食事をした。浜で食事をする 
  
                                                   
4 『千歳方言辞典』に itakmuye「言い残す」がある（p.35、muyeは「束ねる」）。金成マツは、
koytaknuye、ekoytaknuye、eykoytaknuyeなどの形を筆録しているが（koytaknuyeは『ユーカラ集
３』p.414、ekoytaknuyeは『ユーカラ集７』p.304、eykoytaknuyeは『ユーカラ集６』p.37）、金田一
京助は nuye「書く」はmuyeが正しいのではないかと注を付けている（『ユーカラ集６』p.37、同様の
注が『ユーカラ集』p.173にもある、ただし p.37でmuyeを「授ける」としているのはどうか）。 
5 沙流方言では、先行する名詞がないところでは位置名詞が短形のままではいられないが、次のページ
には orとなっている箇所があるため、ここも or かもしれない。 
6 sikotankonni：太く大なる木 A very thick and large tree（『バチェラー辞典』p.453） 
7 ノートの余白には知里真志保が e-nu-cak-tek-kaと一語とみて分析しようとした跡があるが、そうする
と意味がよく分からなくなる。a=enucaktek waであったものが、音が変わってしまった可能性がある
か。 
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p.3 
【原文翻刻】 
48 kasu no tapkorachi kamui / 49 kara iworosokata haru koro / 50 an wa apkash an nepki an / 51 aine shinki an wa 
Aharuhu / 52 Aeko iyotta aep kera an son / 53 no aetumashnu taban hokush / 54 chikuni kuruka Aosoroushi / 55 kane 
ramma otta shini ani / 56 ne sara enka un hene ekesh / 57 ne rupne chikap hene pon / 58 chikappo utara hene euwesai 
/ 59 ne nubetne hawehe chiutasa / 60 re orene ambe bebuni tara / 61 chikap utara neyakka irauki / 62 hene shinot 
hene kiba wa son /63 no nubetue katu ano eraman / 64 sonno Aekiroro an koro Akokanu / 65 kane moire tara ikui kui 
an / 66 koro nitai kuruka sara kuruka / 67 auwambare koro Anan awa / 68 toop tuima no sat tumta kanan- / 69 
tanokane nepka Anukattek / 70 apkoro yainu iyoyamokte anwa / 71 shioyap kiran nepka aoyamokte / 72 an apkoro 
katun an somokino 
 
【表記変更】 
kasuno8 tap koraci kamuy kar iworso ka ta harukor=an wa apkas=an9 nepki=an ayne sinki=an wa a=haruhu a=e ko 
iyotta aep keraan. sonno a=etumasnu tapan hokus cikuni kurka a=osorusi kane ramma or_10 ta sini=an h_i ne sar 
enka un hene ekesne11 rupne cikap hene pon cikappo utar hene euesayne12 nupetne hawehe ciutasare oroneanpe13 
pepunitara. cikap utar ne yakka irawki hene sinot hene ki pa wa sonno nupetne katu an=eraman sonno a=ekiroroan 
kor a=kokanu kane moyretara ikuykuy=an kor nitay kurka sar kurka a=uwanpare kor an=an awa  
toop tuymano sar_ tum ta kanantanokane 14  nep ka a=nukar_ tek apkor yaynu 15  ioyamokte=an wa 
sioyapkir(e)=an16 nep ka a=oyamokte an apkor katun an somo ki no 
 
【訳】 
よりも、このようにカムイが作った猟場で、食べ物を持っていって、仕事をした後で疲れて自分の食料を
食べるとずっと食べ物がおいしい。私はすっかり元気が出て、その倒木の上に私は腰を掛けて、いつもそ
こで私が休む場所である葦原の上にもあちこちに、大きな鳥であれ、小さな鳥たちであれ、群れをなし
て、喜ぶ声が相交差して、それらの音がにぎやかである。鳥たちであっても、働くのでも遊ぶのでもして
とても喜ぶ様子を私は分かり、本当に私は面白くて、それにじっと聞き入って、ゆっくりと食べ物を噛み
ながら林の上を、葦原の上を、私は見渡しながらいたところ、 
ずっと遠くの葦原の間を、何ものであろうか、私は何かを一寸見たように思い、いぶかしく思って、私
は別のことをしている振りをして、何も不審がっている様子がないように、 
 
  
                                                   
8 しばらく後の iyotta aep keraanにかかる 
9 この harukor=an wa apkas=anと nepki=anのような、並列される、或いは短い継時的に起こる事象
の場合に金成マツさんは接続助詞を入れない傾向がある。 
10 沙流方言では oroとなるところ（上述）。 
11 ekesne：諸方、彼方こなたに、あちこち（『久保寺辞典稿』p.59）；ほうぼう、あちこち（『方言辞典』
p.235） 
12 この単語の冒頭の e-がよくわからないままになっている。u-e-sayneで-1+1-1=-1。前の enkaが un を
取っているので、場所を取れない。虚辞の e だろうかという話も出た（金成マツさんは英雄叙事詩で音
節数合わせの e-をよく付ける）。 
13 「それらの音が」（萱野茂『アイヌ神話集成』Book 8ユカラ編 II, p.44）。鍋沢元蔵『アイヌモシリ』
にも「その音が」がある。 
14 kanantanokane：ふと、いかにしつらんと、何やら怪しく、何物にやらん（『久保寺辞典稿』p.119） 
15 ここになぜ人称接辞がないのか不明。 
16 『トゥイタク（昔語り）２』p.241に sioyapkire=an siramusante=an（私は別ごとをしているふり
をしてしらばくれて）という表現が載っている。 
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p.4 
【原文翻刻】 
73 shikkesh ari inkaran aike / 74 shine sattek chironnup to eorash- /75 na chitke kane ambe ihekotano / 76 Akane an 
sonno kemewembe sone / 77 kusu ouse bone chikapkokari / 78 apkoro kane nekon neyakka / 79 po koro wa 
itonontep ne boohene / 80 iberusui tane bakno ramma / 81 somone yakka ukattuimano / 82 teta ibe an ranke tane 
ohonno / 83 tuima kucha otta omanan somoki / 84 tanto tanebo shini an kocharino / 85 tane bakno teta shini an ibe 
an / 86 katu eramambe neinoine aramu / 87 Aep uibe rabapseko uina umo- / 88 marewa erankep ne awan inunu- / 
89 kashki tapne nei naa tunashno / 90 aeraman a yakne boronno aep / 91 teta aare a noine ambe inunu- / 92 kashki 
nepne yakka ramat / 93 koro po koro ureshba kusu tap / 94 ne sattek bakno anruwe anu- / 95 kara chiki sonno 
nepka ainu / 96 Atuyashkarap aeramboken humi / 97 neino sonno Akeutumkashi 
 
【表記変更】 
sikkes ari inkar=an ayke sine sattek cironnup to eorasnacitke kane an pe i=hekota no a kane an. sonno kemewen pe 
sone kusu17 ouse pone cikapkokari apkor kane18 nekon ne yakka po kor wa itononte p ne poohene ipe rusuy. tane 
pakno ramma somo ne yakka ukattuymano te ta ipe=an ranke. tane ohonno tuyma kuca or_ ta oman=an somo ki tanto 
tanepo sini=an. kocarino19 tane pakno te ta sini=an ipe=an katu eraman pe ne h_i noyne a=ramu. aep uype rapapse 
ko uyna umomare wa e ranke p ne awan, inunukaski. tapne ne h_i naa tunasno a=eraman a yakne poronno aep te ta 
a=are a noyne an pe, inunukaski. nep ne yakka ramat kor po kor urespa kusu tapne sattek pakno an ruwe a=nukar 
ciki sonno nep ka aynu a=tuyaskarap a=erampoken humi neyno sonno a=kewtum kasi 
 
【訳】 
目の端の方でもって私は眺めてみると、一匹の痩せた狐、乳をダラリとぶらさげたものが、私の方を向い
て座っている。とても飢え切っているので、ただ骨に皮が絡まっているかのようであるがそれでも子ど
もがいて、乳を飲ませるので、なおさら腹を空かせている。今まで、常にではないが、たまにここで私は
食事をしていた。今度は長いこと遠い方の狩小屋へは行っておらず、今日はやっと（久しぶりに、そこで）
休んだ。折も折、今までここで私が休憩をとり食事をする様子を知っているかのようだと私は思った。食
べ物のくずがポロポロと落ちると、それを取って拾い集めて、食べているのであった、かわいそうに。こ
のようなことを、もっと早く私が分かっていたならば、たくさんの食べ物をここに置いただろうのに、か
わいそうなことだ。何ものであっても、心を持ち、子どもを持ち、育てるのだから、これほどまでに痩せ
細っていることを見ると、本当になにか人間を同情し憐れむ様子と同じように、本当に私の心を 
 
  
                                                   
17 sone kusu：うべなれや、うべこそ、本当であるから、～であるから、～なれば（『久保寺辞典稿』p.260） 
18『ユーカラ集１』に ouse ponehe cikapkokari kane という用例がある；ouse ponehe cikapkokari kane
（ただ その骨が 自分に・皮をからませ ている）：やせる、やせている、やせて骨ばかり、<<ホロベ
ツ>>（『人間篇』頁数不明） 
19 kocariは「まき散らす」だが、知里真志保がノート欄外に「折も折」とメモを書き記しているため、
ここではそちらに従うこととする。 
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p.5 
【原文翻刻】 
98 nubekush kane yainu an / 99 hunabak un sui borronno aep / 100 Ase awa ari nubetne tura shio- / 101 yapkire an 
nepka anukara / 102 apkoroka katun an somokino / 103 nei chikuni samaketa usa chep / 104 hene haru hene shito 
hene amam / 105 hene Aokai ne yakun tutko / 106 bakno Ae nankorobe iramasure / 107 no ikiri akara wa aante orowa 
/ 108 Ashikehe asewa shiramu / 109 samte an shiokamkino honoi / 110 shinotcha aehonoyse koro Ekimun / 111 
omanan tane tuimano ek an / 112 koro shitembokbeka inkaran awa / 113 neap sonnoboka Iokake un / 114 oman wa 
orota aep aare ita / 115 iki shiri Anukara chiki / 116 shino nubetne an akotuwashi / 117 Inunukashki nekona tapne / 
118 ene kemewen ruwe ambe aep / 119 nukara chiki homatu bakno / 120 eyaikobuntek nankor ari yai / 121 nu an 
chiki aokai ne yakka / 122 eashka Autari hi aibere apkoro 
 
【表記変更】 
nupe kus kane yaynu=an. <hunapak un suy20 poronno aep a=se awa21 > ari nupetne tura sioyapkire=an. nep ka 
a=nukar apkor ka katun an somo ki no ney cikuni samake ta usa cep hene haru hene sito hene amam hene aokay ne 
yakun tutko pakno a=e nankor pe iramasureno ikiri a=kar wa a=ante.  
orowa a=sikehe a=se wa siramusamte=an 22  siokamkino 23  honoy sinotca a=ehonoyse kor 24  ekimun 
oman=an. tane tuymano ek=an kor sitempok peka inkar=an awa ne a p sonno poka i=okake un oman wa oro ta aep 
a=are h_i ta iki siri a=nukar ciki sino nupetne=an a=kotuwasi. <inunukaski nekona tapne ene kemewen ruwe an pe 
aep nukar ciki homatu pakno eyaykopuntek nankor> ari yaynu=an ciki aokay ne yakka easka25 a=utarihi a=ipere 
apkor 
 
【訳】 
涙が伝うように思った。＜幸いなことに沢山の食べ物を私は運んできたことだよ＞と喜びながら私は別
のことをしている振りをした。何も私は見ていないかのようにして、その木の近くに、魚であれ肉であれ
団子であれ穀物をついたものであれ、私ならば二日三日食べることができるであろう（量の）ものをすっ
かりきれいに集めて山を作って、置いた。 
そうして、私は荷物を背負い、素知らぬ振りをして、わざと鼻歌を口ずさみ、山へと向かった。今や遠
くまで私は来ると、自分の腕の下から（そっと）眺めてみたところ、その例のもの（狐）は、果たして私
の（いなくなった）後に行ってそこに食べ物を私が置いた場所に行く様子を私は見ると、本当に私は嬉し
く、もう大丈夫だと思った。＜かわいそうに、どんなにかまあ、このように飢えきってしまっているもの
（狐）が、食べ物を見れば驚くばかりに喜ぶだろうよ＞と私は考えると、私も本当に自分の同胞に食べさ
せるかのように 
 
  
                                                   
20 hunapak un suy「幸いなことに」（『ユーカラ集』第 2巻）；hunapak：仕合せなる、幸福なる
Fortunately（『バチェラー辞典』p.173） 
21 ノートに「感嘆のムスビ」とメモ書きされている。 
22 この語は『萱野辞典』及び『バチェラー辞典』では siramuisamte とある（『萱野辞典』p.272、『バチ
ェラー辞典』p.463）。『バチェラー辞典』には siramsamte という形もある（p.463）。 
23 siokamkinno：わざと（『久保寺辞典稿』p.248） 
24 現ノートではこの下に知里真志保と思われる筆跡で「aerekutkasi tununitara」（私の喉の上に響
く）という書き込みがある。 
25 「本当に」（『ユーカラ集２』） 
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p.6 
【原文翻刻】 
123 nubetne an koro beni un akoro / 124 kash otta shireba an kash soike / 125 achashnure ubashke an wakka / 126 
ta an tap orowa tane ohonno / 127 somo ek an hememki tewano / 128 tutko rerko reushi an kuni / 129 Aramup ne 
kusu Inauni tuye / 130 An inauke an wa yaye inonno / 131 itak an Inausan otta hemem / 132 bet koro kamui otta 
hemem / 133 Inau roshki aeramushinne / 134 boro Abe aare tane shirikunne / 135 awa rabokita toop okimun wano / 
136 hemanta ehaukasu hawe okaibe / 137 uhautaroise koro sap hawe / 138 ash Akoro kucha yaibekarewa / 139 
sapbe ne hawe ash shino homa- / 140 tu nepta hawe okai tane toiko / 141 shiri kunne awa nekonneyak- / 142 ka 
Akoro kash orun abenubek / 143 anwa kusu yaibekarewa sapbe / 144 ne kotom no iram an shino / 145  
Aoyamokte ne konne humi neya / 146 rametok Ane utarapa ane awa / 147 Nisapno asambe murmurse 
 
【表記変更】 
nupetne=an kor peni un a=kor kas or_ ta sirepa=an.  
kas soyke a=casnure upaske=an wakkata=an. tap orowa tane ohonno somo ek=an hemem ki tewano tutko 
rerko rewsi=an kuni a=ramu p ne kusu inawnituye=an inawke=an wa yayeinonnoytak=an. inawsan or_ ta hemem pet 
kor kamuy or_ ta hemem inaw roski. a=eramusinne poro ape a=are. tane sirkunne awa rapoki ta toop okimun wano 
hemanta ehawkasu hawe okay pe uhawtaroyse kor sap haweas. a=kor kuca yaypekare wa sap pe ne haweas. sino 
homatu 26  <nepta hawe okay>, tane toykosirkunne awa nekonne yakka a=kor kas or un apenupek an wakusu 
yaypekare wa sap pe ne kotomno iramu=an. sino a=oyamokte <nekonne humi ne ya>, rametok a=ne utarpa a=ne awa 
nisapno a=sampe murmurse27. 
 
【訳】 
喜びながら、川上の自分の狩小屋へと私は到着した。 
狩小屋の外を掃除して、雪かきをして、水汲みをした。それが済んで、もう長いこと私は来ていなかっ
たこともあるし、これから二日三日泊まろうと思っていたので、イナウにする木を切り、イナウを削っ
て、自分について祈詞を唱えた。幣棚のところであれ、川を管理するカムイのところであれ、イナウを立
てた。（それで）私は安心して、大きな火を焚いた。今や辺りが薄暗くなってきたが、そのとき遠く山の
方から何やら大きな声を出す者が、騒々しくしながら下りて来る声がする。私の狩小屋を目指して下り
て来る声がする。本当に驚いて＜なんの声なのだろう＞今や辺りはすっかり暗くなったが、どのように
であれ私の狩小屋へ、火の灯りがあるので、それを目指して山を下りてくるようだと私は思った。本当に
私は訝しんで＜どのような音であるのだろうか＞私は勇者であり人の上に立つ人物であったが、急に胸
騒ぎがしてきた。 
 
  
                                                   
26 ここも本来は人称接辞が入りそうなところであるが、入っていない。 
27 sampe murmurse：<<ホロベツ>>胸騒ぎする（『人間篇』p.406）；sanpe murmurse：どきどきす
る、胸騒ぎがする（『久保寺辞典稿』p.??）；murse：【動１】うごめく（『奥田辞書』） 
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p.7 
【原文翻刻】 
148 pirikap bayekai kai humi / 149 somo nei aeraman hemanta tobaha / 150 Aba otta ukashmamba koro ahup / 151 
wa inkaran somoka unsui inka- / 152 ran kuni aramu roki sonno poro / 153 nuburi tek aushte chikiri aushte / 154 
apkoro rupne shisam iwaniu / 155 rupne mukara eshitapka okane / 156 sonno shikihi kerush kerush / 157 kane ubash 
batek ne kane okai / 158 wa boro shuneni tap Aukonoye / 159 boro tatushbe Aashi shiri ebittano / 160 abenubek 
maknatara iwan / 161 boro ashtoma shisam utara / 162 Ainu ainu shino iberusui / 163 anna nepka aep okai chiki / 
164 tunashino iibere yan usa merai- / 165 ke an awa pirika kunine / 166 Abe pirika ruwe an abekuru / 167 anna ari 
hawe okai koro Abe / 168 samake kouwekaraba Abebish- / 169 kan kochin rewe weba sonno / 170 wen kewtum 
korobap ne kusu / 171 sonno inkan ruwe hene Aeramu / 172 kittararake sunke ankoro kira an 
 
【表記変更】 
pirka p payekay kay28 humi somo ne h_i a=eraman. hemanta topaha apa or_ ta ukasmampa29 kor ahup wa inkar=an 
somo ka un suy30 inkar=an kuni a=ramu rok h_i sonno pon nupuri tek a=uste cikir a=uste apkor rupne sisam iwaniw 
rupne mukar esitapka o kane sonno sikihi kerus kerus kane upas patek ne kane okay wa poro suneni tap31 a=ukonoye 
poro tatuspe a=asi siri epittano ape nupek maknatara. iwan poro astoma sisam utar “aynu, aynu, sino iperusuy=an na. 
nep ka aep okay ciki tunasno i=ipere yan. usa32 merayke=an awa pirka kuni ne33 ape pirka ruwe an. apekur=an na” 
ari haweokay kor ape samake kouekarpa ape piskan kocinrewewe34 pa. sonno wen kewtum kor pa p ne kusu sonno 
inkar_ ruwe hene a=eramukittararke. sunke=an kor kira=an35 
 
【訳】 
良い者がうろついている様子ではないことが私は分かった。何かの一群が、戸口をいっぱいにして（つっ
かえしながら）入って来て、私は眺めると、よもやそんなものを見るだろうとは思わなかったことに、本
当に小さな山に手を生やし足を生やしたような、大柄の和人が 6人、大きな斧を肩の上に乗せて、本当に
目をギョロギョロさせて、雪だらけになっていて、樺皮をよじり合せて大きなたいまつを立てた様子は、
辺り全体に火の光が明々としている。6人の大柄な恐ろしい和人たちが「アイヌ、アイヌ、我々はとても
腹が減っているのだぞ。何か食べ物があれば、早く食べさせてくれ。おまけに寒いが、いい塩梅に火がよ
く焚いてあるな。火にあたるぞ」と言いながら火のそばに集まり、火の回りで足を曲げ曲げ（曲げ伸ばし）
している36。本当に悪い心を持った者たちであるので、本当に見るだけでも心がざわざわする。嘘をつい
て逃げても 
 
  
                                                   
28 payekayは payeokayから来ているが、二つ目の kayで重複形を作ったことになっているだろうか。 
29 uesamampa「次々と続いて」（『久保寺辞典稿』）uesamanno「一緒に」（同）などがあり、そこから
類推した。 
30 somo ka suy = somo ka un suy「よもや～ない」（『久保寺辞典稿』） 
31 原ノートには tapとあるが tat「皮」のことではないか。 
32 この usaの使われ方がよく分からない。「いろいろと～する」ではうまく解釈できないようで、p.2
の usa iperusuyでの使われ方もこれと似ているか。ここでは「寒くもある」と解釈してある。 
33 pirka kunine：いい塩梅に（『久保寺辞典稿』p.208） 
34 kocinrewewe：（重い荷物で）足がふらふらする（『奥田辞書』） 
35 後ろとのつながりからすると、ここに yakkaが入りそうな気もするが、入っていないのはページの
切れ目に当たったことも関係するだろうか。 
36 『ユーカラ集６』p.374に a=kocinrewewe「我足を曲げて」とある。 
34
p.8 
【原文翻刻】 
173 raka isam ruwe aeraman / 174 ubash boro hene ru turainu / 175 an nankoro rabokita sui he- / 176 manta hebashi 
wa hawehe kari- / 177 kari koro heberai un ek hawash / 178 nerokbe neyakka nubahine / 179 shino homatba 
iyoyamokteru / 180 we Akoeramokai kisattarara / 181 kane ikokanuba Aokai neyak- / 182 ka shino iyoyamokte an 
uwee- / 183 bakiun ehanke wa inu an / 184 aike pombe chish hau chairo- / 185 totkekoro hemanta shino kuchi / 186 
pirikap Ihunke koro tane akoro / 187 kash koe hanke hemanta tane / 188 bakita tuima iworo otta ihumke / 189 koro 
ek hawe taan ari yainu / 190 An rabokita hemanta awoter- / 191 ke wa inkaran a kusu seenne / 192 nak sui inkaran 
kuni aramu / 193 roki Akoro katkemat tane kuran / 194 iyotta shiretok koro monak pirikap / 195 sui Ashiri attush 
mikane heman / 196 ta boro shikeorowa pompe bakkai / 197 kane nei pombe chishwa humke 
 
【表記変更】 
raka isam ruwe a=eraman. upas poro hene ruturaynu=an nankor.  
 rapoki ta suy hemanta hepasi wa hawehe karikari kor heperay37 un ek hawas. ne rok pe ne yakka nu pa 
hine sino homatpa ioyamokte ruwe a=koeramokay. kisattarara38 kane ikokanu pa. aokay ne yakka sino ioyamokte=an. 
ueepakiun ehanke wa inu=an ayke <ponpe cis haw cayrototke39 kor hemanta sino kuci pirka p ihumke kor tane a=kor 
kas koehanke. hemanta tane pakita tuyma iwor or_ ta ihumke kor ek hawe ta40 an> ari yaynu=an. rapoki ta hemanta 
awoterke41 wa inkar=an akusu seenne nak suy42 inkar=an kuni a=ramu rok h_i a=kor katkemat tane kuran43 iotta 
siretokkor monak pirka p suy asir attus mi kane hemanta poro sike oro wa ponpe pakkay kane ney ponpe cis wa 
humke44 
 
【訳】 
無駄だと私は見て取った。雪が多かったりして道がわからないだろう。 
そのうちにまた、何か川下の方から声が響きながら川上の方へ来るのが聞こえた。件の者たちもそれを
聞いて、とても驚き訝しがっているのが、私には分かった。（この者たちは）耳をそばだてて注意深く聞
いている。私もとても不思議なことだと思った。だんだん近づいてきて、私が耳をすますと、＜赤ちゃん
の泣き声がわあわあしながら、何かとても良い声の者が子守唄を歌いながら、もう私の狩小屋に近づい
てくる。何かがこんな時間に（この）遠い猟場へと子守唄を歌いながら来る声がすることだなあ＞と私は
思った。すると何かが家の中に飛び込んできて、私が（そちらに）目をやると、まさかそのようなものを
見ると私は思わなかったことに、妻が今夜はなんとも器量がよく、ただでさえ美しい者が新しい厚司を
着て、何か大きな荷物に赤ちゃんをおぶってその赤ちゃんは泣いて、（妻は）あやし 
 
  
                                                   
37 heperay：川上へ（『奥田辞書』、他に『久保寺辞典稿』p.83、『バチェラー辞典』p.155, 158） 
38 kisattarara：耳をそばだてる（『久保寺辞典稿』p.131）；動物の如く耳朶を聳
そばだ
てる To prick up ears as 
an animal when listening（『バチェラー辞典』p.256）；<<ホロベツ>>耳をそば立てる、聞き耳を立てる
（『人間篇』p.575） 
39 cayrototke = cayrototo：わあわあと頻りになる（赤児の泣き声）（『久保寺辞典稿』p.38） 
40 ta「感嘆的な気持ちを表面的に確定する ruwe ta an「本当にまあ」「何々なのか」「一体全体」とい
ふ様な気分を表現する」（『久保寺辞典稿』） 
41 awoterke：家の中へとびこむ（『久保寺辞典稿』p.35）；家の中に飛び込む（『奥田辞書』） 
42 seenne nak suy「よもや」（『ユーカラ集３』p.157）「よもやまた」（p.257） 
43 tane kuran：（胆振）= tan ukuran（『久保寺辞典稿』p.266） 
44 humke：揺る To dangle or swing about.（『バチェラー辞典』p.171） 
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p.9 
【原文翻刻】 
198 koro ek hawe ne awan eashka / 199 rai mina kane ene hawe ani / 200 Akoro Nishpa tutko rereko / 201 kimun 
kusu ek ko haruhu / 202 shino pon kasui kuni aramu / 203 wa kashi aoshike wa ekan awa / 204 sonno Ek ani pirika 
awan / 205 mean ita anun utara hene / 206 boronno reushi noine shiran / 207 Akoro Nishpa shuke wa anun / 208 
utara ibere kasu no Aokai / 209 shuke an i iyotta kera an ru- / 210 we ne kusu anun utara shi- / 211 no nubetne kushne 
ari hawe / 212 an koro nepne nankora chiki- / 213 mattekka wa ekimne boro shu / 214 ari shuke tu ban rebar chieushi 
/ 215  kane shu choroboke eush eush / 216 kane abe are kohotku hotku / 217 nerok ashtoma shisam utara / 218 
hoshkino ene ashtoma no inkara / 219 ruwe okai rokbe Akoro katkemat / 220 Ek wa tapne hawe ankoro iki shiri i / 
221 nukaraba iwano obittano shino raina- / 222 tara inkara kiba Aokai neyakka 
 
【表記変更】 
kor wa ek hawe ne awan. easka ray mina kane ene hawe an h_i “a=kor nispa tutko rerko kimun kusu ek ko <haruhu 
sino pon kasuy> kuni a=ramu wa kasi a=osike wa ek=an awa sonno ek=an h_i pirka awan. mean h_i ta anun utar 
hene poronno rewsi noyne siran. a=kor nispa suke wa anun utar ipere kasuno aokay suke=an h_i iotta keraan ruwe 
ne kusu anun utar sino nupetne kus ne” ari hawean kor nep ne nankor y_a, cikimattekka45 wa ekimne poro su ari 
suke. tu par_ re par cieusi kane su corpoke eus-eus46 kane ape are47 kohotku-hotku. nerok astoma sisam utar hoskino 
ene astoma no inkar ruwe okay rok pe a=kor katkemat ek wa tapne hawean kor iki sirih_i nukarpa iwano48 opittano 
sino raynatara inkar ki pa. aokay ne yakka 
 
【訳】 
ながら来た声であった。なんとも満面の笑みを浮かべて（妻が）次のように言うことには、「私の旦那様
が二日三日山に入りに来て、＜（持っていく）食料がとても少なすぎる＞と私は思い、背負って持って来
たのだけど、本当に来てよかった。寒いときによその方々も大勢泊まるようですね。私の旦那様が料理し
てよその方々に食べさせるよりも、私が料理した方がずっと美味しいので、よその方々もとても喜ぶで
しょうよ」と言いながら、どういうわけだか急いで山へ来て、大鍋で料理をした。二つの息、三つの息を
吹きかけて火を起こし（？）49、鍋の下へ頭を突き入れ突き入れ50、火を炊くに身をかがめかがめした。
件の恐ろしい和人たちは、はじめは恐ろしい様子でそれを眺めていたのだが私の妻が来て、このように
言いながら（料理を）している様子を見て、六人全員がまったく静まりかえって眺めていた。私も 
 
 
  
                                                   
45 cikimatekka：（幌別）急ぐ（『方言辞典』p.158）（この単語は他の方言では yaykimatekkaとなるよ
うだ。） 
46 euseushi：火を燃やす<eusheush（『久保寺辞典稿』p.72） 
47 ape are：火を燃やす（『久保寺辞典稿』p.26）；（幌別）火をたく（『方言辞典』p.105） 
48 未詳。6人なので iwaniwになりそうな気がするが、原ノートが iwanoと読める。 
49 cieusi < ci-e-usi「中相・頭・～に～をつける」か（『沙流方言辞典』の eusiの語源分解を参照）。par
を「息」と解釈できるとすると（例：parparse）、「息の頭が鍋の下について」か。 
50 この単語自体に「火が燃える」という意味があるが、直後に ape areとあるので、ここでは e-us
（頭・が付く）ではないかと考えた（『沙流方言辞典』の eusの語源分解を参照）。 
su corpoke eus eus「鍋の下へ頭を突入れ突入れ」（『アイヌ神謡集辞典』p.130） 
ekoesirussirus「大地につく」（『沙流方言辞典』p.90） 
36
p.10 
【原文翻刻】 
223 ene hetapne ishitoma an /224 humi ramu kittararake an / 225 humi an an a koroka tane / 226 shino akonramkonna 
yukna / 227 tara ramu oshitchiu an tane / 228 shu bop ko hemanta keran aep / 229 eashka keran pirika huraha / 230 
chise upsoroho eetushnatki / 231 ko nerokbe shino hetak iberu- / 232 suibap ne kusu etu mash / 233 masaba eashka 
kewtum otta / 234 iyoyamokte an pon an ita ishkar / 235 betbutta Autari utara turanno / 236 uwesaine an uwetereke 
an / 237 shinot an ita kanna kanna / 238 shisam ari aborosebap boronno / 239 Anukara nei okaibe anakne / 240 tono 
moshiri wa ihok kusu benchai / 241 owa tobaha yapwa Ainu utara / 242 orowa kamui chihoki hene / 243 yuk chihoki 
chep hene nep / 244 neyakka hokba kusu amam / 245 hene kamui sake hene boronno / 246 kusu wa yap wa beni un 
/ 247 Ainu bani un ainu utara 
 
【表記変更】 
ene hetapne isitoma=an humi ramukittararke=an humi an=an a korka, tane sino a=konram konna yuknatara 
ramuositciw=an51. tane su pop ko hemanta keran aep, easka keran pirka huraha cise upsoroho eetusnatki52 ko nerok 
pe sino hetak iperusuy pa p ne kusu etumasmasa pa. easka kewtum or_ ta ioyamokte=an.  
 pon=an h_i ta Iskar petput ta a=utari utar turanno uesayne=an ueterke=an sinot=an h_i ta 
kanna kanna <sisam> ari a=porose pa p poronno a=nukar. ney okay pe anakne tono mosir wa ihok kusu pencay o wa 
topaha yap wa aynu utar orowa kamuy cihoki hene yuk cihoki cep hene nep ne yakka hokpa kusu amam hene kamuy 
sake hene poronno kusa wa yap wa peni un aynu pani un aynu utar 
 
【訳】 
あれほどにも恐ろしく思い、心がざわざわしながらいたのに、今やとても私の心はさっぱりして、気持ち
が落ち着いた。今や鍋が煮立ち、何か美味しい食べ物、とても美味しそうなよい匂いが家の中にいっぱい
に広がり件の者たちはもう早く食事をしたくて鼻の穴を広げ広げしている。とても心の中で私は不思議
に思った。 
私が小さかった頃、石狩川の河口で私の同胞たちとともに、群れて飛んだり遊んだりしたときは、何度
も何度も＜和人＞と呼ばれる者を大勢見た。その者たちは、和人の国から商売のために弁財船に乗って
大勢で上陸し、アイヌたちから熊の毛皮や鹿の毛皮や魚やら何でも買うために、米やら良い酒やらたく
さん乗せて上陸し、川上のアイヌたち、川下のアイヌたちは、 
 
  
                                                   
51 ramuositciw：決心せし、安固の、果断の（『バチェラー辞典』p.411）；cf. ramusitciwre：【動１】泰
然としている、平然としている（『千歳方言辞典』p.409）；ositciwre：押ししづめる（『久保寺辞典稿』
p.193）。ただし、『沙流方言辞典』では kewtumu ositciwreを「心を決める、決心する」としており
（p.487）、二つの解釈の仕方がある。 
52 eetusnatki：むらむらと立ちこめる（『久保寺辞典稿』p.56） 
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p.11 
【原文翻刻】 
248 boronno Ihok nei okai shisam / 249 utara anak ne sonno shiretok / 250 koroba shino ibot turanno raina / 251 tara 
emush shitomushba kane / 252 okai yakka shino ainu utara / 253 kate omareba shiri Aeraman / 254 tambe kusu 
shisam ari aboro / 255 sep utara aamkiri koroka tap / 256 korachino katun ruwe ashtoma / 257 ruwe okaibe sonno 
tanebo anukara / 258 newa araki wa ainu itak hene / 259 eramokai wa kiba hawe shino / 260 Aoyamokte rabokita shu 
chiwa / 261 rupne batchi ari hemanta ke- / 262 ran aep akoro katkemat nei / 263 okaibe koibumbako obittano ikkeu 
/ 264 noshki komkosamba uina wa / 265 onkami koro ibeba eashka / 266 iberusuibap ne kusu Aep sonno / 267 keran 
manu uko ohapse echiu- / 268 ba kane ukoeramno korachi ibe / 269 okereba raboketa Akoro katkemat / 270 soinewa 
isam nea pombeka tane / 271 mokonno noine chishka somoki / 272 Akoro katkemat iibere ka somokino 
 
【表記変更】 
poronno ihok. ne okay sisam utar anakne sonno siretokkor pa sino ipor_ turanno raynatara. emus sitomuspa kane 
okay yakka sino aynu utar kateomare pa siri a=eraman. tanpe kusu <sisam> ari a=porose p utar a=amkir korka tap 
koracino katun ruwe astoma ruwe okay pe sonno tanepo a=nukar ne wa, arki wa aynu itak hene eramokay wa ki pa 
hawe sino a=oyamokte. rapoki ta su ci wa, rupne patci ari hemanta keran aep a=kor katkemat ney okay pe koypunpa 
ko, opittano ikkew noski komkosanpa uyna wa onkami kor ipe pa. easka iperusuy pa p ne kusu “aep sonno keran” 
manu ukoohapseeciwpa kane ukoeramno53 koraci ipe okerpa.  
rapoke54 ta a=kor katkemat soyne wa isam. nea ponpe ka tane mokonno noyne cis ka somo ki. a=kor katkemat 
i=ipere ka somo ki no 
 
【訳】 
たくさん買い物をした。その和人たちは、とても美しく、本当に顔だちも落ち着いていた。刀をさしては
いても、とてもアイヌたちを好きでいる様子を私は見て取った。だから（今来た六人の者たちが）＜和人
＞と呼ばれる者たちだと私は見覚えがあったのだが、このような様子、恐ろしい様子をもつ者たちを本
当に今初めて私は見たのであって、（彼らが）来て、アイヌの言葉をも理解してこのようにすることを、
とても私は不思議に思った。そのうちに鍋が煮えて、大鉢で何か美味しい料理を私の妻はその者たちに
差し出すと、皆がかしこまってそれを受け取り、オンカミをしながら食事をした。とても腹が減っていた
ので、「食べ物がとてもおいしい」と、みなで美味しさをほめながら揃って食べ終わった。 
その間に私の妻は外に出て行ってしまった。その赤ん坊ももう眠っているらしく泣きもしない。私の妻
は私には食べさせてくれず、 
 
  
                                                   
53 ukoeramno：相共に、うちそろって（『久保寺辞典稿』p.291） 
54 rapokiの可能性もあるが、幌別方言では rapokeも rapokiも両方の形があるようで、ここでの書き
方はやや丸いので eと考えてみる。以下に数か所、rapokiではなく rapokeと判断した箇所がある。 
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p.12 
【原文翻刻】 
273 irukai hene soine shirine / 274 kuni aramu awa nani somo / 275 Ahun raboketa nerok shisam / 276 utara nekona 
ne shiri neya / 277 obittano sonno uko eramno / 278 korachi honihi kishima kane / 279 ene hawe okai i iberusui an / 
280 kasui be ne kusu ainu katkemat / 281 shuke eashkai sonno aep keran / 282 kasui tambe kusu mashkino / 283 Ibe 
an kasui wa kusu neinoi / 284 ne shino Ahonihi araka ari / 285 hawe okai koro uorun inka- / 286 ra uweebakiun shino 
araka / 287 kashba yainita eaikapba wa / 288 neinoine uoshi oshino reye / 289 kane soyumba ponno shiran / 290 
tekko ponno ibenake un ne- / 291 kona ne hawe nenankora tae / 292 ashiri kimumbe boro hawehe / 293 ukoberereke 
uhautaroise / 294 kenash eiyonimba hawehe / 295 sonno tane rupne nuburi / 296 hine uka un uka un horak / 297 anki 
shitturimimse apkoro 
 
【表記変更】 
irukay hene soyne siri ne kuni a=ramu awa nani somo ahun. rapoke ta nerok sisam utar nekona ne siri ne ya opittano 
sonno ukoeramno koraci honihi kisma kane ene hawe okay h_i “iperusuy=an kasuy pe ne kusu aynu katkemat suke 
easkay sonno aep keran kasuy. tanpe kusu maskino ipe=an kasuy wakusu neynoyne55 sino a=honihi arka” ari 
haweokay kor uorun inkar ueepakiun sino arka kaspa yaynita eaykap pa wa neynoyne uosinosino56 reye kane 
soyunpa. ponno siran tek ko ponno i=penake un nekona ne hawe ne nankor y_a, ta easir kimumpe poro hawehe 
ukopererke uhawtaroyse kenas eiyoninpa 57  hawehe sonno tane rupne nupuri hene ukaun ukaun horak anki 
sitturimimse apkor 
 
【訳】 
少しの間でも外に出たのだろうかと私は思ったが、すぐに入っても来ない。そのうちに、例の和人たちは
どうしたことだろうか、揃いも揃ってお腹を押さえて、次のように言うことに「ひどくお腹が空いていた
ので、アイヌの婦人の料理が上手で、本当に食べ物がひどく美味しかった。このために、あまりに食べ過
ぎてしまったらしく、とてもお腹が痛い」と言いながら、互いに顔を見合わせて、だんだんと本当に痛す
ぎて我慢できなくなったらしく、互いに前後しつつ這いながら外に出て行った。少し経って、私から少し
川上の方で、どういう声なのだろうか、それこそ熊の大きな声が、揃って切り裂くように騒ぎたち、木原
で反響する声が、ちょうど今にも大きな山でも互いに重なって崩れ落ちそうなばかりに鳴り響くかのよ
うで、 
 
  
                                                   
55 『ユーカラ集第 6巻』に arki p nenoyne a=ramu（来るものであるかのように思った）という例があ
る。 
56 uosi：相前後して Behind one another（『バチェラー辞典』p.535） 
57 欄外の知里真志保のメモが「反響する」と読める。 
eiyoninpa「こだまし」『トゥイタク 昔語り 4』「山の神（クマ神）の……」 
eiyoinimba「反響ス」『バチェラー辞典』p.109 
tan paraparak aesananimpa『久保寺辞典稿』p.266 
39
p.13 
【原文翻刻】 
298 Aokai neyakka akoro kash / 299 turanno moimoike ambak / 300 no humash aine tane anak / 301 ne shittoyakan 
kokishna tara / 302 nep humika nep haweka isam / 303 nerok soyumba rupne ashtoma / 304 shisam utara hene akoro 
/ 305 katkemat hene sonno ahup / 306 soineka Aetoranne hetakta / 307 usa shiribekere yakne inka- / 308 ran okai 
nepta iramkitta- / 309 rara kimumbe haukiba / 310 hawe humihi hene rayaikeko / 311 no okai awa nekona newa nep 
/ 312 humika isam ruwe taan / 313 orowa sui Akoro katkemat / 314 neyakka sui ebisun san / 315 ruwe neko nep kusu 
shine / 316 itak boka inure somoki ruwe / 317 arakeheta shino irushka / 318 an arakeheta Aenisomap / 319 koroka 
shirikunne kasui wa / 320 ponnoboka moimoike boka / 321 Aetoranne shiri bekere bakno / 322 abeheketa Aan kuni 
aramu wa 
 
【表記変更】 
aokay ne yakka a=kor kas turanno moymoyke=an pakno humas ayne tane anakne sittoyakan58 ko kisnatara59 nep 
humi ka nep hawe ka isam. nerok soyunpa rupne astoma sisam utar hene a=kor katkemat hene somo ahup. soyne ka 
a=etoranne <hetak ta60 usa sirpeker yakne inkar=an okay61. nep ta iramkittarara kimumpe hawki pa hawe humihi 
hene rayaykekono62 okay awa nekona ne wa nep humi ka isam ruwe ta an. orowa suy a=kor katkemat ne yakka suy 
episun san ruwe ne ko nep kusu sine itak poka i=nure somo ki ruwe> arkehe ta sino iruska=an arkehe ta a=enisomap 
korka sirkunne kasuy wa ponno poka moymoyke poka a=etoranne.  
sirpeker pakno ape hekota a=an kuni a=ramu wa 
 
【訳】 
私の方も狩小屋とともに揺れるほどの音がして、今や地の上はシーンと静まり返り、何の音も何の声も
しない。あの外に出て行った恐ろしい和人たちも、私の妻も、入ってこない。私は外に出るのもいやで、
＜早く夜が明けたら見てみたいものだ。いったい何がやかましく熊たちの吠え声の音もひどかったが、
どうして何の音もしないのだろう。そしてまた、私の妻も浜手へ下りるときにどうして一言も私に言っ
て聞かせないのだろう＞（と）、一方では私はとても腹を立て、もう一方では気がかりだったが、ひどく
暗いので少し動くことすらもしたくない。 
夜が明けるまで火に向かって座っていようと私は思って 
 
 
  
                                                   
58 sittoyakan：地上（『地名小辞典』p.125） 
59 『ユーカラ集 3』p.297に同じ表現が見られる。 
60 hetakta：早く（『久保寺辞典稿』p.84）；早く～したい（後ろに願望の表現が続く）（『奥田辞書』） 
61 okay「強い願望を表はす終動詞」（『久保寺辞典稿』p.184） 
62 rayaykeko：「並々ならずひどく」（『ユーカラ集１』p.238）、「穏やかでなく甚だしく」（『ユーカラ集
２』p.106） 
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p.14 
【原文翻刻】 
323 hoka kuttom aenitomomo / 324 wa yaikoshiramse an koro anan / 325 awa seennekasui mokonrusui / 326 An 
kuni aramu awa Ayai- / 327 nitemkoro eshisuye shirika / 328 Aeush ranke heshuiba an / 329 neibakno Aeyainita 
yakka / 330 orumboo heshuiba tambe kusu / 331 Atusaha Aetutturi ouse / 332 Irukai ari yainu ankoro / 333 hotke an 
awa nani sonno / 334 pirika mokoro torose mokoro / 335 Iannoye kara Ierupshiketa / 336 shine uben pon menoko 
eashka / 337 sarambe korachi heri at amip / 338 mi eashka enewaboka areka / 339 ika isam tane bakno shire- / 340 
tokkorobe boronno Anukarabe / 341 menoko ne koroka tapne ka- / 342 ne pirika ruwe ambe tanebo / 343 Anukara 
pom menoko sonno / 344 chish awan koroka Iboroho / 345 anakne shino nubetne ru- / 346 we aeraman Ikohepuni 
itak / 347 hawe unno shino ratchi 
 
【表記変更】 
hoka kuttom a=enitomomo63 wa yaykosiramse=an kor an=an awa seennekasuy mokor_rusuy=an kuni a=ramu awa 
a=yaynitemkoresisuye64 sirka a=eus ranke hesuypa=an. ney pakno a=eyaynita yakka orunpoo65 hesuypa. tanpe kusu 
a=tusaha a=etutturi 66  <ouse irukay> ari yaynu=an kor hotke=an awa nani sonno pirka mokor torse mokor 67 
i=annoyekar68.  
i=erupsike ta sine upen pon menoko easka sarampe koraci heri at amip mi easka ene wa poka a=reka h_i ka 
isam. tane pakno siretokkor pe poronno a=nukar pe menko ne korka69 tapne kane pirka ruwe an pe tanepo a=nukar. 
pon menoko sonno cis awan korka iporoho anakne sino nupetne ruwe a=eraman. i=kohepuni itak hawe unno sino 
ratci 
 
【訳】 
炉の真ん中をじっと見て、考え事をしていたのだったが、あろうことか眠くなってきたと私は思い、自分
の腕の中でこくりこくりとし、床に頭が何度も付きそうにこくりこくりとした。どれほど我慢をしても、
なお一層居眠りしてしまう。なので自分の袖を伸ばし伸ばしし、＜ほんの一寸だけ＞と思って私は横に
なったところ、すぐに本当によい眠り、いびきをかく眠りが私を絡めとった。 
私の枕上に一人の若い娘が、たいそう絹のようにつやのある着物を着て、本当にそのようにしか褒めよ
うがない（ほど美しい）。今までに美貌の助成を大勢私は見たけれど、これほどに美しい容貌をもつ者を
今初めて私は見た。若い娘は、烈しく泣いていたのだが、彼女の顔色はとても喜んでいる様子を私は見て
取った。彼女は私に向かって顔を上げて話をする声までとても穏やかで、 
 
  
                                                   
63 enitomomo：見る、見つめる<<ホロベツ>>（『人間篇』p.403） 
64 動詞は yaytemnikor-esisuyeの筈で、また全体で自動詞なので=anが付く筈だが、書き間違いか。 
65 orunpoo：いとど益々、層一層、いやまして=poohene = poo（『久保寺辞典稿』p.192） 
66 『久保寺辞典稿』p.284に tusa mukru「袖枕」という表現がある。『萱野辞典』p.328にも同じ表現
があり萱野茂は「肘枕」と訳している。つまり、自分の袖を枕にするために伸ばしている。『ユーカラ
集８』p.297周辺に tusa mukru etutturiという表現が何か所か見られる。 
67 torse mokor「いびきをかく睡眠」（例えば『ユーカラ集４』p.305）。金成マツは多用する表現だが、
辞書には出てこない。 
68 pirka mokor i=annoyekarで「眠る、熟睡する」、noyekarは「～に絡みつく」（『人間篇』p.290） 
69 この部分を直訳すると「美貌である者を沢山見たものが女であるけれど」（『ユーカラ集３』p.469に
類例がある）。 
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p.15 
【原文翻刻】 
348 Ieoribak kane inkara kusu / 349 Ishkara betbut un uben / 350 kotan kon Nishpa itakan chiki / 351 nu wa ikore 
aokai anak ne / 352 nepka tonoho okaibe ne kusu / 353 kanto otta chironnup tonoho / 354 umurek okai wa nei iyotta 
/ 355 pom matnepo Ane ruwene / 356 Ause utari okkai hene menoko / 357 utara hene ainu moshiri / 358 ebittano 
koirauki tuiba / 359 shiri Aeikoituiba kusu / 360 Autari aeutanne wa ainu / 361 kotan aorap autari utara / 362 toop 
ekeshne irauki tuba / 363 kusu baye aokai taban Ishkara / 364 kotan kimun iwori ta yaibar / 365 oiki an nikaop hene 
aekat- / 366 nu raboketa taan ta an sara / 367 noshkita hokush wa an boro / 368 chikuni otta ramma eshini / 369 wa 
eibe nei uibe Aumo- / 370 mare wa Aeko shino keran / 371 nei boro sara toop benaketa / 372 chise koro an wa Anan 
 
【表記変更】 
i=eoripak kane “inkar kusu Iskar petput un upen kotan kor_ nispa itak=an ciki nu wa i=kore. aokay anakne, nep ka 
tonoho okay pe ne kusu kanto or_ ta cironnup tonoho umurek okay wa ne iyotta pon matnepo a=ne ruwe ne. 
a=useutari70 okkay hene menoko utar hene aynu mosir epittano koirawkituypa71 siri a=eykoytuypa kusu a=utari 
a=eutanne wa aynu kotan a=orap. a=utari utar toop ekesne72 irawkitupa kusu paye. aokay tapan Iskar kotan kimun 
iwori ta yayparoyki=an nikaop hene a=ekatnu. rapoke ta taan ta an sar noski ta hokus wa an poro cikuni or_ ta ramma 
e=sini wa e=ipe. ne uype a=umomare wa a=e ko sino keran. ne poro sar toop penake ta cisekor=an wa an=an. 
 
【訳】 
私に向かって畏まって、「さて石狩川河口の若い村長、私が言うことを聞いてください。私というと、何
にでもその大将がいるもので、天に狐の大将の夫婦がおり、その末娘が私なのです。普通の同胞（の狐）
たちは、男であれ女であれ、人間の国の方々へ仕事をしに行く様子が、私はうらやましかったので、同胞
たちと一緒に人間の村に私は下りました。私の同胞たちは方々に仕事をしに行きました。私はこの石狩
村の山の猟場で、自分を養い、木の実などを好んで食べていました。その間に、ここにある葦原の真ん中
で、倒れている大きな木の所で、いつもあなたは休憩し、食事をとりました。私がその食べ屑を集めて食
べると、本当においしかった。その大きな葦原のずっと川上に私は家を持って住んでいました。 
 
  
                                                   
70 tonoの一族ではない普通の狐たちということか。とすると、tonoの一族は仕事をしに行ってはいけ
ないということになる。 
71 すぐ下の行には irawkitupaとあるが、ここではうっかり yが入ってしまったか。 
irawketupa (irauketupa)：稼ぐ、商売する、仕事をする、働きにくる（『久保寺辞典稿』p.106）、同じページに
iraukitupaの形もあると書かれている。 
72 ekesne：彼方此方に、to and from, hither and thither（『バチェラー辞典』p.112） 
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p.16 
【原文翻刻】 
373 kamui ane kusu tuima / 374 no Anan yakka Eek shiri / 375 ramma Anukara wa nani / 376 eibe okaketa aep uibe 
ae / 377 i sonno Achiba chiba wa / 378 Aenubetne awa tap nahun / 379 pokoro an tum sak an wa / 380 ene yaibara 
oiki anika / 381 isam rabokita ohonno Eek / 382 shirika isam tapkorachi / 383 kemewen an raboketa hen / 384 ta sui 
Eek wa aep uibe era- / 385 bapsere yakne ae hemem / 386 ki apo utari hemem aere / 387 okai ari yainu an awa / 388 
tanto Eek shiri anukara / 389 sone nea ushiketa eshiniya / 390 un ari yainu an awa kamui / 391 renkaine nea ita eshini 
shino / 392 nubetne anwa ekattuimano / 393 Eerambetek kunine Anan / 394 Ekimun Eoman okake atere  / 395 
hembara kasuno tanto shino / 396 ohonno Eshini aine sonno / 397 Eshinotchaki koro ekimun 
 
【表記変更】 
kamuy a=ne kusu tuymano an=an yakka e=ek siri ramma a=nukar wa nani e=ipe okake ta aep uype a=e h_i sonno 
a=cipacipa wa a=enupetne awa  
tap nahun73 pokor=an tumsak=an wa ene yayparoyki=an h_i ka isam74. rapoki ta ohonno e=ek siri ka isam 
tapkoraci kemewen=an. <rapoke ta henta75 suy e=ek wa aep uype e=rapapsere yakne a=e hemem ki a=poutari 
hemem a=ere okay> ari yaynu=an awa tanto e=ek siri a=nukar. <sone nea usike ta e=sini ya un76> ari yaynu=an awa 
kamuy renkayne77 nea h_i ta e=sini. sino nupetne=an wa e=kattuymano e=erampetek kuni ne an=an. ekimun e=oman 
okake a=tere. hempara kasuno tanto sino ohonno e=sini ayne sonno e=sinotcaki kor e=kimun. 
 
【訳】 
私はカムイなので、自分が遠くにいてもあなたが来る様子をいつも見て、すぐにあなたが食事をした後
で食べ屑を食べるのを、本当に私は待ち望み、喜んでいましたが、 
つい最近に私は子を産み、体力がなくなって、自らを養いようがなくなりました。そのうちに長い間あ
なたが来る様子もなく、このように私は飢えてしまいました。＜そのうちにでも、またあなたが来て、食
べ屑を落としてくれるなら、私が食べることもし、私の子どもたちにも食べさせたいな＞と私は思って
いたところ、今日あなたが来る様子を私は見ました。＜本当にその場所であなたが休憩するのではない
かな＞と私が思っていると、幸いにもその場所であなたは休憩した。本当に私は嬉しく思って、あなたか
ら遠く離れ、あなたが気付かないようにしていました。山へあなたが行ってしまうのを私は待ちました。
いつもよりも今日は本当に長くあなたは休憩をとって、高らかに歌を歌いながら山へ行きました。 
 
  
                                                   
73 nahun：只今、数日以前 Just now. A few days ago. Just a little while ago.（『バチェラー辞典』p.310） 
tap nahun pakno：今の今まで（『久保寺辞典稿』p.268） 
74 類似の表現に ene a=ki h_i ka isam「どうしようもない」などがある。 
75 te ta henta「ここにでも」（『ユーカラ集７』など）< hene ta 
76 ＜疑問＋念押し＞と考えるか。a=turesipo nismu somo ki no sukup ya un?「わぎもこがさびしくなく
成長しているかな？」（『ユーカラ集３』p.488） 
77 『ユーカラ集１』p.166で「さいわいに」と訳されているのを参考にした。 
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p.17 
【原文翻刻】 
398 nep ene sui usa kuchi / 399 ashkai hene Eki hawe sonno / 400 Akiroro an shino Aerayap / 401 kamui utara akkari 
ekuchi / 402 ashkai toop tuima no eoman / 403 shiri Anukara orowa eoka- / 404 keta omanan wa inkaran / 405 awa 
shino homatu an pon / 406 noboka Inukara an somoki / 407 kunine ramma ukorachi / 408 ushiketa anan awa ari / 409 
yainu An sonno homatu / 410 An tambe kusu heru ram / 411 ari inkaran awa oroyachi / 412 ki Einukara awan moshma 
/ 413 use Ainu neyakun Inuka- / 414 ra ita nanni Iramante nan- / 415 koro iraike nankoro awan / 416 Iraike an inomi 
an yakka / 417 pirika koroka Apo utari / 418 ibe ekot nankoro yakka / 419 sonno shino nishpa enewa / 420 sonno 
uneno Ainu shinne / 421 Eiramu pokoro An kemewen / 422 An katu obittano eeraman 
 
【表記変更】 
nep ene suy usa kuciaskay hene e=ki hawe sonno a=kiroroan sino a=erayap. kamuy utar akkari e=kuciaskay. toop 
tuymano e=oman siri a=nukar orowa e=okake ta oman=an wa inkar=an awa sino homatu=an. <ponno poka 
i=nukar=an somo ki kuni ne ramma ukoraci usike ta an=an awa> ari yaynu=an sonno homatu=an. tanpe kusu heru 
ram ari inkar=an awa oroyaciki e=i=nukar awan. mosma use aynu ne yakun i=nukar h_i ta nani i=ramante nankor 
i=rayke nankor awan. i=rayke=an i=nomi=an yakka pirka korka a=poutari ipe ekot nankor yakka sonno sino nispa 
e=ne wa sonno uneno78 aynu sinne e=i=ramu pokor=an kemewen=an katu opittano e=eraman 
 
【訳】 
あなたが何ともそのようにまた喉が良かったりする様子を、私は本当に楽しみ、私は感心しました。カム
イたちよりもあなたは喉が良い。ずっと遠くへあなたが行く様子を私は見て（確認して）、それからあな
たの後へ私は行ってみたところ、本当に驚きました。＜少したりとも人に私を見られまいと、いつもと同
じ場所に私はいたのに＞と思って、本当に驚きました。これこそ、ただ私は心で見ただけだったのです
が、図らずもあなたに見られていたのでした。他の普通の人であったならば、おそらく私を見てすぐに私
を狩って、私を殺すところでした。殺されて祈ってもらえるならば（それはそれで）よいのですが、私の
息子たちが飢え死にしてしまうでしょうが、あなたは本当に長者であって、本当に同じ人間であるかの
ようにあなたは私のことを考え、私が子どもを持ち飢え切ってしまっている様子をすべてあなたは見て
取って、 
 
  
                                                   
78 sonno uneno：全く同じだ（方言辞典、p.154） 
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p.18 
【原文翻刻】 
423 ene ene utuyash karap / 424 i hene obittano epirika sonno / 425 keutum obittano Akushna / 426 nukara kamui 
ane wa ta / 427 ne bakno pirikap hene wembe / 428 hene boronno Anukar yakka / 429 Eani bakno sonno ramu / 430 
hauke buri pirika Nishpa / 431 anakne kamui otta hene / 432 umama isam ruwe ne / 433 sonno nube turanno yaiko / 
434 buntek an wa ohonno ohonno / 435 nei ushiketa Anan wa yai / 436 raike chish aki a aki a nekona / 437 tapne 
Apoho utari ene iberu- / 438 sui rok wa tapokai keran / 439 aep enubetne shiri okaiya / 440 ari yainu An koro aunihi 
/ 441 ta ek an chiki Apoho utari / 442 habo habo ari sonno urayai / 443 sere hawe roise koro Iukotoi / 444 sere nei 
okai Aep anukare / 445 chiki obittano sonno yaye / 446 ramishkare bakno nubet / 447 neba sonno ukirmunreba 
 
【表記変更】 
ene ene utuyaskarap h_i hene opittano e=pirka sonno kewtum opittano a=kusnanukar. kamuy a=ne wa tane pakno 
pirka p hene wen pe hene poronno a=nukar yakka, eani pakno sonno ramu hawke79 puri pirka nispa anakne kamuy 
or_ ta hene umama80 isam ruwe ne81. sonno nupe turanno yaykopuntek=an wa ohonno ohonno ney usike ta an=an 
wa yairayke cis a=ki a a=ki a. <nekona tapne a=poho utari ene iperusuy rok wa tap okay keran aep enupetne siri okay 
ya> ari yaynu=an kor a=unihi ta ek=an ciki a=poho utari <hapo hapo> ari sonno urayaysere haweroyse82 kor 
i=ukotoysere83 ne h_i okay. aep a=nukare ciki opittano sonno yayeramiskare pakno nupetne pa sonno ukirmunre(?) 
pa. 
 
【訳】 
そのように同情し合うことでもすべて、あなたは心が良く、本当に心もすべて私は見抜いたのです。私は
カムイですから、今まで良い者も悪い者も大勢見てきましたが、あなたほどに人情に厚く、振る舞いの良
い長者と言うものは、カムイの国でもそこそこの水準の者ですら滅多にいません。本当に涙を流しなが
ら私は喜び、長い間長い間その場所にいて、私はずっと感謝しながら泣きました。＜なんとまあ、このよ
うに私の子どもたちがお腹を空かせていて、このような美味しい食べ物で喜ぶことだろうか＞と私は思
いながら、自分の家まで来ると、子どもたちが『お母さん、お母さん』とたいそう皆で泣き叫び、声を上
げながら、私の周りに集まってきます。食べ物を私が見せると、皆が本当に我を忘れるくらいに喜んで、
とても XXXします。 
 
 
  
                                                   
79 ramuhawke：憐みある、親切なる、Merciful, Kind（『バチェラー辞典』p.410） 
80 『ユーカラ集２』にこの単語の用例がある。 
81 umama を知里真志保は「まあまあ」とノートの欄外に訳している。『久保寺辞典稿』では「並の」
「凡庸の」「いい加減の」等の訳が記されている（pp.292-293）。ここは「並みの水準ですらいない」と
いうことだろうか 
82 haweroyse：「哮エル, 声ヲ上ゲル、To make a noise with the voice」（『バチェラー辞典』p.154） 
83 ukotoysere：相集ふ（『久保寺辞典稿』p.292）；集合する To flock together. To congregate together…（『バ
チェラー辞典』p.529） 
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p.19 
【原文翻刻】 
448 taban yayiraike anakne neita / 449 bakno neyakka sonno aoira eai- / 450 kap Ainu Nishpa tan ainu kotan / 451 
koirauki tuba koapkash i ebittano / 452 sonno mauko pirika Kamui koin / 453 kara kunine seremaka aush kush / 454 
ne ari yainu an tambe kusu tane / 455 ohonno Eekimne somoki tanto tanebo / 456 beni un kucha orun Eek shirine / 
457 sone habunno Ekimun ereushiya / 458 un ari Eenisomap an wa Eoshiwa / 459 Inkaran akusu sonno ashtomap / 
460 tobaha Eorun sap shiri anukara tane / 461 kuran teta arikip anakne nep / 462 shisamka somone shisam shinereba 
/ 463 wa kusu ene enukari ne ruwe / 464 ne shisam itak ari yamanko ari / 465 ayepne yakka yamanko ka somone / 
466 yamanko shinereba ene rupne / 467 mukara koro apkoro enukara ruwe / 468 ne tap okaibe anak kanto otta / 469 
neyakka nuburi kesh un kuru / 470 An ruwe ne nei po utari / 471 Iwan iriwak newa sonno buri / 472 wemba hine 
usaine usaine okai sonno 
 
【表記変更】 
tapan yairayke anakne ney ta pakno ne yakka sonno a=oyra eaykap. <aynu nispa tan aynu kotan koirawkitupa koapkas 
h_i epittano sonno mawkopirka kamuy koinkar kunine seremaka a=us kus ne> ari yaynu=an.  
tanpe kusu <tane ohonno e=ekimne somo ki tanto tanepo peni un kuca or un e=ek siri ne sone hapunno ekimun 
e=rewsi ya un> ari e=enisomap=an wa e=osi wa inkar=an akusu sonno astoma p topaha e=or un sap siri a=nukar. 
tanekuran te ta arki p anakne nep sisam ka somo ne. sisam sinere pa wakusu ene e=nukar h_i ne ruwe ne. sisam itak 
ari <yamanko> ari a=ye p ne yakka yamanko ka somo ne. yamanko sinere pa ene rupne mukar kor apkor e=nukar 
ruwe ne. tap okay pe anak kanto or_ ta ne yakka nupuri kes un kur an ruwe ne. ney po utari iwan irwak ne wa sonno 
puri wen pa hine usayne usayne okay sonno 
 
【訳】 
この感謝は、私はどこまでも本当に忘れることができません。＜アイヌの旦那が、このアイヌの村へ働き
にやって来る間中は、全てのことで本当に運が良くなるよう、カムイが見守るよう、私が背後を守ろう＞
と私は思いました。 
なので、＜今は長い間あなたは山へ来ることもなく、今日やっと川上の狩小屋へ来た様子で、本当に何
事もなく山であなたが泊まれるのかな＞と、私はあなたのことを案じて、あなたの背後から見ていたと
ころ、とても恐ろしい者たちの一群が、あなたに向かって下りてくる様子を私は見ました。今晩ここへや
って来た者は、何の和人でもないのです。和人に化けているので、そのように（和人のように）あなたが
見ることとなったのです。和人の言葉で＜山子＞と言われているのですが、山子でもないのです。山子に
化け、そのように大きな斧を持っているようにあなたが見たのです。この者たちはといえば、天において
も山裾に住む者というのはいるのです。その子どもたちが 6人兄弟で、とても素行が悪く、あれこれと本
当に 
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p.20 
【原文翻刻】 
473 wemburi kiba kasui wa kamui / 474 utara shino irushka neino okaibe / 475 utara kamui otta Aiyorottere i / 476 
sonno wen hokamba ari hawashkoro / 477 Ainu moshiri kesekehe nitai sak / 478 chikap sak ushikehe an wa nei ushi- 
/ 479 ke un aeyomakba wa rap usa ibe- / 480 rusui ene ikichi i ka isam wa / 481 shisam yamankone yaikaraba Ishi- / 
482 nere wa Ainu kotan osap wa nekon- / 483 ka sunkewa ibeba orowa ainu kotan / 484 wente wa enubetne kuni 
eukosai / 485 hine ariki koekari no kimun / 486 kash otta Eek wa Abenubek nu- / 487 karaba hine shino nubetneba 
An / 488 Ainu kotan ehanke no nei / 489 kimkehe ta ekimne kuru ek- / 490 wa annoine ne tambe kusu / 491 orota 
baye an wa nepka aep / 492 koro chiki ae orowa nei ainu / 493 neyakka araike wa ae orowa / 494 Ainu kotan Aosap 
wa awente / 495 kusu ne ari ukoram koro Eheko- / 496 ta sap shiri Anukara eashka / 497 homatu an iyokunure an wa 
 
【表記変更】 
wenpuri ki pa kasuy wa kamuy utar sino iruska <neno okay pe utar kamuy or_ ta a=iyorottere84 h_i sonno wen 
hokampa> ari hawas kor aynu mosir kesekehe nitay sak cikap sak usikehe an wa ney usike un a=eyomak85 pa wa 
rap. usa iperusuy ene iki ci h_i ka isam wa sisam yamanko ne yaykar pa isinere wa aynu kotan osap wa nekon ka86 
sunke wa ipe pa orowa aynu kotan wente wa enupetne kuni eukosay87 hine arki koekari no88 kimun kas o_r ta e=ek 
wa apenupek nukar pa hine sino nupetne pa an. <aynu kotan ehankeno an wa ne kimkehe ta ekimne kur ek wa an 
noyne ne. tanpe kusu oro ta paye=an wa nep ka aep kor ciki a=e orowa ney aynu ne yakka a=rayke wa a=e. orowa 
aynu kotan a=osap wa a=wente kusu ne> ari ukoramkor e=hekota sap siri a=nukar.  
easka homatu=an iyokunure=an wa 
 
【訳】 
悪い振る舞いをし過ぎて、カムイたちがとても腹を立てて、『そのような者たちをカムイの世界に仲間に
入れることは、とてもとても難しい』という話で、アイヌの世界の端っこの、林もなく鳥もいない場所が
あって、そこへと追い出されて下ったのです。腹も減り、どうしようもなくて、和人の山子に姿を変え、
化けて、アイヌの村へと山を下り、どうにかして嘘をついて食事をして、その後でアイヌの村を荒らして
楽しもうと連なってやって来た、ちょうどそのときに、山の狩小屋へとあなたがやって来て、火の灯りを
彼らは見てとても喜んだのです。『アイヌの村が近くにある場所の山手の方へと、山へ猟に入る者が来る
様子だ。なので我々はそこへ行って、何か食べ物があれば食べて、そしてそのアイヌは殺して我々は食べ
よう。それからアイヌの村へと下りて、荒らしてやろうぞ』と打ち合わせて、あなたの方へと下る様子を
私は見ました。 
私はひどく驚き呆れて、 
 
  
                                                   
84 iyorotteは-teが他動詞形成接尾辞なので、iyorottereだと-reが余計なように見える。 
85 eyomak：追い出す（幌別）（『方言辞典』p.76） 
86 nekon ka：どうにか（『久保寺辞書』p.166） 
87 eukosay：～にたかる（『奥田辞書』） 
cf. ukosaykar：とりまく、とりかこむ（旭川）（『方言辞典』p.236） 
88 koekari no：に限って（『久保寺辞書』p.134）、（…する）と同時に（『奥田辞書』） 
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p.21 
【原文翻刻】 
498 tap ne an boro orushbe otta sonno / 499 Ainu Nishpa kashi Aobiki / 500 kushne ap boka yayattasa ikkeu / 501 ne 
ari yainu an kusu ashtoma / 502 suruku usaine okai keraan / 503 Aepne akara wa ase Apon poho / 504 Akai wa wembe 
utara ramu / 505 Aehorokare kusu Ekoro katkemat / 506 Ashinere wa akoro pombe arokam / 507 kino achishte koro 
betturashi no / 508 Ekan ruwe ne akoro pombe chish / 509 hawe wembe utara nu wa shino / 510 uhomatbare orobakita 
ainu / 511 bayekai kunika somo aramu / 512 roki nepta hawe an ari shi / 513 no ukoiyoyamokte tambe / 514 obitta 
no arenkai ne neruwe / 515 ne neirabokita nitanan no / 516 Ekoro kash otta shireba an wa / 517 mina tura pirika itak 
akikoro / 518 shuke an somoki anak ne shireba / 519 An etokota eraike an Eeanwa / 520 Isam ruwe ne arenkaine nei 
/ 521 Ashuye suruku kera pirika / 522 Aep huraha at apkor eba 
 
【表記変更】 
<tapne an poro89 oruspe or_ ta sonno aynu nispa kasi a=opiki kus ne a p poka yayattasa ikkew ne> ari yaynu=an 
kusu astoma surku usayne okay keraan aep ne a=kar wa a=se, a=ponpoho a=kay wa wenpe utar ramu a=ehorkare90 
kusu e=kor katkemat a=sinere wa a=kor ponpe arokamkino a=ciste kor pet turasi no ek=an ruwe ne. a=kor ponpe cis 
hawe wenpe utar nu wa sino uhomatpare. <oropakita91 aynu payekay kuni ka somo a=ramu rok h_i nepta hawean> 
ari sino ukoioyamokte. tanpe opittano a=renkayne ne ruwe ne. ne rapoki ta nitan=an no e=kor kas or_ ta sirepa=an 
wa mina tura pirka itak a=ki kor suke=an. somo ki anakne92 sirepa=an etoko ta e=rayke=an e=e=an wa isam ruwe 
ne. a=renkayne ney a=suye surku kera pirka aep huraha at apkor e pa. 
 
【訳】 
＜このような大変な話において、本当にアイヌの旦那を助けようとしたことだけでも、返礼として一番
大事なことなのだ＞と私は考えたので、恐ろしい毒（トリカブト）を美味しい食べ物にして私は作り、背
負い、私の小さい子どもを背負って、悪い奴らを断念させるために、あなたの妻に化けて、私の子どもを
わざと泣かせて、川に沿ってやって来たのです。私の子どもが泣く声を、悪い奴らは聞いて、とてもびっ
くりしました。＜そのときまで誰かが来るだろうとも思っていなかったのに、何の声だろう＞と、皆がそ
れを大変不思議に思いました。このことはすべて私の力によって（したこと）なのです。その間に、私は
急いであなたの狩小屋へと到着し、微笑みながら良い言葉を口にしながら、料理をしました。そうしなけ
れば、私が到着する前にあなたは殺されて、食べられてしまったのですよ。私の力によって、その私が煮
炊きした毒が、味の良い食べ物の匂いを立てるかのようで、（化け物たちは）それを食べました。 
 
 
 
  
                                                   
89 この単語に知里真志保は「大変ナ grave」と欄外にメモをしており、それに従って訳した。 
90 この表現は『沙流方言辞典』p.557や『久保寺辞典稿』p.219では ram(u)horkareとある。 
91 oropakita：【副】そのときまで（『千歳方言辞典』p.134） 
92 『ユーカラ集６』p.59に、このような文頭での用例がある。 
48
p.22 
【原文翻刻】 
523 tane pirika ari shino ramu / 524 shinne an wa Aunihi ta sanan / 525 nei okaibe suruku bashtewa / 526 ene hankan 
berereke hawe / 527 hene hotakba takba hochika / 528 chikkaba humi shiri shimoyene / 529 Enu nankoro tane 
obittano rai / 530 okereba rai okereba orowa eashiri / 531 sonno yaikokatbakba yayokabash- / 532 teba hemanta kusu 
ene wemburi / 533 batek Aki ibanakte an kusu / 534 nitai sak chikapsak ushike Aio- / 535 raptekosui yaikokatbak 
anka / 536 somokino ashiri ikinne naa / 537 shino wenyainu wenburi Auko / 538 ramu oshma wa ainu kotan / 539 un 
sabap hontomota pirikakuni / 540 ne Ainu anukara wa araike / 541 Aekuni aramu awa Ainu / 542 menoko pirika itak 
ki koro Ibaro- / 543 oshuke shiri shino Aeyairaikekoro / 544 Ibe an mashkino ibe an kasui wa / 545 hetap ne Atuye 
araka rayekotcha / 546 An aine tane anak ne Ibe ekot / 547 Anruwe an aye manu kamui 
 
【表記変更】 
<tane pirka> ari sino ramusinne=an wa a=unihi ta san=an. ney okay pe surku paste wa ene hawkan pererke93 hawe 
hene hotakpatakpa hocikacikka94 pa humi siri simoye ne e=nu nankor. tane opittano ray okere pa ray okere pa. 
orowa ne wa easir sonno yaykokatpak pa yayokapaste pa ‘hemanta kusu ene wen puri patek a=ki i=panakte=an 
kusu nitay sak cikap sak usike a=i=orapte ko suy yaykokatpak=an ka somo ki no asirikinne naa sino wen yaynu wen 
puri a=ukoramuosma wa aynu kotan un sap a p95 hontomo ta pirka kuni ne aynu a=nukar wa a=rayke a=e kuni 
a=ramu awa aynu menoko pirka itak ki kor i=paroosuke siri sino a=eyairayke kor ipe=an. maskino ipe=an kasuy wa 
hetap ne a=tuye arka rayekotca=an96 ayne tane anakne ipeekot=an ruwe an. a=ye manu kamuy 
 
【訳】 
＜もう大丈夫だ＞と私は本当に安心して、私の家へと山を下りました。その者たちに毒が回ると97、その
ようにビリビリ裂けるような声を出したり、地団太を踏み踏み身を悶え悶えする様子の働きをするのだ
と、あなたも聞いたことがあるでしょう。今や皆が揃って死んでしまいました。 
そこで（彼らは）本当に大層後悔して、悔いて、『どうして、私たちはそのように悪い振る舞いばかり
をして、罰を受けるために、林もなく鳥もいない場所へと下ろされて、まだ後悔することもなく、新たに
一層本当に悪い考え、悪い振る舞いをすることに皆で合意して、アイヌの村へと下りていったが、その途
中に美味しそうなアイヌを見て、我々が殺して食べようと思ったのだが、アイヌの女性が良い言葉を口
にしながら我々に料理をしてくれる様子に、我々はいたく感謝をして食事をした。あまりにも食べ過ぎ
たのだろうか、腹が痛み、もう死にそうに痛んだ挙句に、今や食べ物にあたって死んだのだ。いわゆるカ
ムイというものに 
 
  
                                                   
93 hawkan：声（『久保寺辞典稿』p.78, p.211）；pererke：ビリビリ裂ケル（『久保寺辞書』p.205）；hawkanpererse：
声が割れるようになる（『奥田辞書』） 
94 hotakpatakpa hocikacikka：地団太踏み踏み、身を悶え悶える（『久保寺辞書』p.90） 
95 なぜ sapに人称接辞が付いていないのか不明。nと p は書き方として似ており、本当は sap=an a p
と書こうとしたか。 
96 rayekotca：<<ホロベツ>>死ぬよおに痛む（『人間篇』p.618） 
97 知里真志保は原ノートで suruku（surku）の右下に「ガ」と振っており、それを参考にした。 
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p.23 
【原文翻刻】 
548 chibanakte Aiyekara kara / 549 ruwe ne nankoro Eboso kusu / 550 kamui otta Ainu bito utara / 551 Ainu katkemat 
usa shiretok / 552 usa bawetok kamui akkari eika / 553 un ari hawash awa tapne kane / 554 Ikaran i neyakka Ainu 
nishpa / 555 seremaka yupke wa ne nankoro / 556 oikkeu sakno Araike rusui i / 557 sonno uwe nukara wa machihi / 
558 shikaobashte korachi ne ari tap / 559 ramachi uko okne itak ki koro / 560 okai ruwe ne Arenkai ne tapne / 561 
ikkewe an kusu eka Aobiki i / 562 somo Anukareba neita bakno / 563 neyakka Ekoro Katkemat ene / 564 Ikii ne kuni 
ramuba ruwe / 565 ne wen keutum koroba newa / 566 neyakkne98 tane ramatnewa tapne / 567 kane yaikokatbak i 
Aeraman tambe / 568 kusu nitne Inau boka karawa / 569 batubare wa korobare yan wembe / 570 boo pirikano akarako 
kamui / 571 Iramyep nena nei suruku anak / 572 ne ouse tuyehe oshketa batek oruwene 
 
【表記変更】 
cipanakte a=i=ekarkar ruwe ne nankor. eposo kusu99 kamuy or_ ta aynu pito utar aynu katkemat usa siretok usa 
pawetok kamuy akkari eikaun100 ari hawas awa tapne kane i=kar=an h_i ne yakka aynu nispa seremaka yupke wa 
ne nankor. oikkew sak no101 a=rayke rusuy h_i sonno uenukar102 wa macihi sikaopaste koraci ne’ ari tap ramaci 
ukookneytak ki kor okay ruwe ne.  
a=renkayne tapne ikkewe an kusu e=ka a=opiki h_i somo a=nukare pa ney ta pakno ne yakka e=kor katkemat 
ene iki h_i ne kuni ramu pa ruwe ne. wen kewtum kor pa ne wa ne yakne tane ramat ne wa tapne kane yaykokatpak 
h_i a=eraman. tanpe kusu nitne inaw poka kar wa patupare103 wa korpare yan. wen pe poo pirkano a=kar ko kamuy 
iramye p ne na. ney surku anakne ouse tuyehe oske ta patek o ruwe ne. 
 
【訳】 
我々は罰せられたのだろう。本当にカムイの世界では、アイヌの人々やアイヌの女性は、容貌のよさでも
弁論の達者なことでもカムイより優れていると言われているが、このように我々がされたということは、
アイヌの長者は強い憑神をもっているのだろう。理不尽に殺されそうなことを本当に見通して、奥さん
に助けを求めたようだ』と、その魂が（死後に）悲しんで話しているのです。 
私の力で、このような理由があって、あなたを助けたことを、私は（彼らには）見せないので、いつま
でもあなたの奥さんがそのようにしたのだと（彼らは）思うことになります。（彼らが）悪い心をもって
いるとして、今は心にそのように悔いていることが、私には分かります。なので、魔物のためのイナウだ
けでも作って、魔払いをして（？）やってください。悪い奴が少しでも良くなれば、カムイたちが称賛す
るのですよ。その毒はただ内蔵の中にだけにあるのです。 
 
 
  
                                                   
98 ここは金成マツさんが kを一つ多く書いているように思われる。 
99 eposokusu：誠ニ、実ニ（『バチェラー辞典』p.102）；eposo kusu：げにも、まことに、まことや（『久保寺辞書』
p.65） 
100 eikaun：すぐれている（『久保寺辞書』p.57） 
101 oikkewsakno：理由もなく、理不尽に（『久保寺辞典稿』p.183） 
102 uenukar：近き未来を考察する To surmise about the near future.（『バチェラー辞典』p.550） 
103 『沙流方言辞典』に patupare「【他動】（キツネかなにか）を大声で追い払う」とある（p.517）。 
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p.24 
【原文翻刻】 
573 tambe kusu kamihi ae eashkai / 574 rushihi hemem Ninkehe hene / 575 chihoki ne eashkai hemem era- / 576 
man tambe pon Ekoyayattasa Ibe- / 577 ne orowa sui umurek Echinewa / 578 tane shino Echi eikoituibap po / 579 
nekatu hene aeraman taban / 580 tewano Echiseremaka aush wa / 581 poronno Echipo koro kushkina / 582 Nekona 
nishpa hene katkemat / 583 hene po ari ayep asak bakno / 584 Aenishmup ruwe ne tambe / 585 neyakka pon yayattasa 
shirosh / 586 ne ari kamui neno pirika / 587 ruwe an pon menoko uturuta / 588 Nubetura uturuta mina / 589 tura 
sonno Ikotuk kane hesei / 590 hawe anu kane tuyetakneko / 591 Ikoitak a Ikoitak a Anu a / 592 Anu a aine shichattek 
tek an / 593 Inkaran awa tane toiko shiribekere / 594 kane shiran Ierupshiketa neya- / 595 ka nenka isam tarap humi 
/ 596 neawan Aa shino homatu an / 597 shiyoro an humse tura matkosanu 
 
【表記変更】 
tanpe kusu kamihi a=e easkay rusihi hemem ninkehe hene cihoki ne easkay hemem eraman. tanpe pon ekoyattatasa 
ipe ne.  
orowa suy umurek eci=ne wa tane sino eci=eykoytuypa p po ne katu hene a=eraman. tapan tewano 
eci=seremaka a=us wa poronno eci=pokor kus ki na. nekona nispa hene katkemat hene po ari a=ye p a=sak pakno 
a=enismu p ruwe ne. tanpe ne yakka pon yayattasa siros ne” ari kamuy neno pirka ruwe an pon menoko uturu ta nupe 
tura uturu ta mina tura sonno i=kotuk kane hesey104 hawe a=nu kane tuyetakneko105 i=koytak a i=koytak a a=nu a 
a=nu a ayne  
sicattektek=an106 inkar=an awa tane toyko sirpker kane siran. i=erupsike ta ne ya ka nen ka isam tarap humi 
ne awan. aa(?) sino homatu=an sioro=an humse tura matkosanu. 
 
【訳】 
なので、その肉は食べることができるのでき、その毛皮でも、胆のうでも、交易での売り物にすることが
できることも知ってください。これがささやかなお礼の中身です。 
そしてまた、あなたがたは夫婦であり、今本当にあなたたちが欲しがっているものが子どもであること
も、私は分かっています。これから、私があなたがたの憑神となり、あなたたちはたくさんの子どもを持
つことになるでしょう。どのような長者でも奥さんでも、子と言われるものがないことほど、寂しく思う
ものなのです。これもですが、ささやかなお礼のしるしです」と、カムイのような美しい小さな女性が、
一方では涙を流し、一方では微笑みながら、私のとても近くで息が届く声を私は聞き、長いこと私に話し
続け、私も聞き続けたあげくに、 
急に晴れ渡り、私は見まわしたところ、今やすっかり天気が良いようだ。私の枕上だかにも誰もおら
ず、夢であったのだ。ああ（？）本当に私は驚き、かつ喜んで、掛け声とともに立ち上がった。 
 
 
  
                                                   
104 辞書に出て来るのは hese「息をする」という形だが、幌別方言には heseyという形があるのだろう
か。（hese h_iと考えると後ろにつながらない。） 
105 tuyetakneko「切れ目なくながながと」（『ユーカラ集』第 3巻 p.158、第 7巻 p.110） 
106 cattek = caktek：急に開く、清れ渡る、To open out suddenly. To clear. To become lively.（『バチェラー辞
典』p.68） 
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【原文翻刻】 
598 chiki mattekka an boro Abe / 599 Aare Ewonne an orowa sonno / 600 wayashnu kuru ane kusu / 601 Nube tura 
tapne numan ete / 602 un Ek an ita ruhontumta chiron- / 603 nup Kamui Anukara wa ene / 604 ene Iki an katu aye 
nei yayat / 605 tasa ne tapne kane naanihonko / 606 wen kamui utara orowa iraike / 607 An kushne awanko chironnup 
/ 608 kamui tapne ikaobiki i nube / 609 tura kamui huchi anure ru a- / 610 shiri un chironnup kamui / 611 Akoonkami 
tuwan onkami / 612 rewan onkami Auka kushte / 613 kane shibini An wa soyoshma / 614 an ubashkabeka tapne 
okaibe / 615 rupne kimumbe rukochi / 616 utasa kane ponno omanan / 617 wa inkaran awa ene shisam ne / 618 
yamanko ari shiramu yara chiko / 619 kantama shiri ashitoma humi / 620 okai rokbe tane boo iyotta ashtoma / 621 
rupne kimumbe utara mashkino / 622 wen somokino okaibe kamui netoba 
 
【表記変更】 
cikimatekka=an poro ape a=are eonne=an107. orowa sonno wayasnu kur a=ne kusu nupe tura <tapne numan eteun 
ek=an h_i ta ru hontom ta cironnup kamuy a=nukar wa ene ene iki=an katu> a=ye <ney yayattasa ne tapne kane 
naanihonko wen kamuy utar or wa i=rayke=an kus ne awan ko cironnup kamuy tapne i=ka opiki hi> nupe tura kamuy 
huci a=nure. ruasir(?) un 108  cironnup kamuy a=koonkami tuwan onkami rewan onkami a=ukakuste kane 109 
sipini=an wa soyosma=an. upas ka peka tapne okay pe rupne kimunpe rukoci utasa kane ponno oman=an wa inkar=an 
awa ene sisam ne yamanko ari siramuyar110 cikokantama siri asitoma humi okay rok pe tane poo iotta astoma rupne 
kimunpe utar maskino wen somo ki no okay pe kamuy netopa 
 
【訳】 
私は急いで大きな火を燃やして、手と顔を洗った。そして、私はとても弁の立つ者であるので、涙を流し
ながら、＜このように昨日こちらへ私が来るときに、道中でキツネのカムイを見て、かくかくしかじかの
ことを私がしたこと＞を言い、＜その感謝として、これこのように危うく悪いカムイたちに私が殺され
そうになったが、キツネのカムイがこのように私を助けてくれたこと＞を、涙を流しながら火の媼神へ
私は聞かせた。続いて（？）キツネのカムイへも私は祈りをささげ、二十回の祈り、三十回の祈りを私は
繰り返し、身支度をして外へ出た。雪の上に、その者たち、大きな熊の足音が交差していて、私は少し進
んで眺めると、そのように和人の山子であると思わせ欺いた姿の恐ろしい様子の者たち、いまやさらに
恐ろしい大きな熊たち、（ただし実は）それほど悪くはない（？）者たちの、熊の体 
 
 
 
  
                                                   
107 eonne：手と顔を洗う（『バチェラー辞典』p.121） 
108 『沙流方言辞典』に ruasir「やや新しい」とある（p.585）。 
109 ukakuste：To do over and over.（『バチェラー辞典』p.523）；［礼拝］を何度も繰り返す（『奥田辞書』）；『千歳
方言辞典』では ukakusteは単語としては取り上げられていないが、tu onkami toy a=ukakuste na
（何度も礼拝を繰り返した）という表現が載っている（p.272） 
110 知里真志保は欄外に si-ramu-yar と分解しているが、訳は記していない。 
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【原文翻刻】 
623 nekane okaibe eashka ekeshne / 624 rayekotchaba hochika chika / 625 rokine eshirush raiba wa okai / 626 shino 
iyokunure sonno tarap / 627 otta chironnup kamui inure / 628 kuni neino nerok okai shinen / 629 Anewa iri koyaikush 
an noine / 630 shiran kusu chikimattekka / 631 An orubitne an tereke an / 632 kane bash an kane sanan wa / 633 
boronno shumau koro an kusu / 634 Autari utara anishuk kimta / 635 kamui utara Ahobumbare / 636 kusu usa birikep 
hene satchep / 637 hene kamtachi hene boronno / 638 okkai utara hene menokopo / 639 utara tobaha tura asewa kash 
/ 640 otta ariki an sake kara an / 641 meshi shuiba an inne utara / 642 wen kamui utara nukara / 643 ba chiki shine 
ikinne uho- / 644 matbare ukoiyokunuruba / 645 shino kamui kotan kon nishpa / 646 shumawe koro i neyakka son / 
647 no nubetne ambe ne awa 
 
【表記変更】 
ne kane okay pe easka ekesne111 rayekotca pa hocikacika rok h_ine esirus112 ray pa wa okay. sino iokunnure sonno 
tarap or_ ta cironnup kamuy i=nure kuni neyno ne rok okay.  
sinen a=ne wa iri koyaykus=an noyne siran kusu cikimattekka=an orupitne=an terke=an kane pas=an kane 
san=an wa poronno sumawkor=an kusu a=utari utar a=nisuk kim ta kamuy utar a=hopunpare kusu usa pirkep hene 
satcep hene kamtaci hene poronno okkay utar hene menokopo utar topaha tura a=se wa kas or_ ta arki=an. sakekar=an 
mesisuypa=an inne utar wen kamuy utar nukar pa ciki sine ikir_ ne uhomatpare ukoiokunuru113 pa “sino kamuy 
kotan kor_ nispa sumawe kor h_i ne yakka sonno nupetne=an pe ne awa 
 
【訳】 
をした者たちが、とてもあちこちで、死ぬほど痛がり、もがき苦しみ、地面に倒れて（？）死んでいる。
とてもびっくりすることで、本当に夢の中で狐のカムイが私に聞かせてくれた通りであった。 
私は一人なので、皮剥ぎをすることもできそうになかったから、急いで、何も持たずに（？）飛んで走
って山を下りて、とてもたくさん獲物を手に入れたからと同胞たちに頼んで、山で熊たちを送るために、
精白した穀物も、干し魚も、麹も、たくさん男たちや若い女たちの一団とともに背負って、狩小屋へとや
って来た。酒を醸し、飯も炊き、大勢が悪いカムイたちを見て、皆で揃ってたまげて驚いて、「本当に神
のような村長が獲物を獲ったのならとても喜ばしいことなのだが、 
 
 
 
  
                                                   
111 ekesne：彼方此方に、to and from, hither and thither（『バチェラー辞典』p.112） 
112 ［参考］ekosirussirus < e-ko-sirussirus（（そこ）で・（その仕事）・頭を上下に振り振りする））（そ
こ）で（その仕事）をせかせかとやっている（『沙流方言辞典』p.90） 
113 ukoiokunureの書き間違いであろうか？ 
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【原文翻刻】 
648 Iwam boro kamui nekona / 649 shino ramante wa eneshiran / 650 i taan ari uhauta roiseba / 651 ukonubetneba 
yakka tapne / 652 kane yaihumshu an arika / 653 Itak anka somoki no iri auka / 654 sui shino harukoro ninkehe / 655 
hene shino pirika iri an chin / 656 an kamui haru boro kumatai / 657 akara Inauni tuye an boro Inau / 658 san Ashinno 
akara wa tutko / 659 bakno usa okaibe aukasui aine / 660 tonoto ari Inau ari iwan wen / 661 kamui Anomiba 
ahobumbare / 662 Aeramushinne autari utari / 663 usa rush hene ninke hene / 664 kam hene hoshkino a sereba / 665 
asapte okaketa shinnai usa / 666 kamui haru boronno kash soike / 667 ta Inausan kotchata ikiri akara / 668 Ainu utara 
tobaha ne a yak- / 669 ka shine chup tu chup / 670 bakno ikiri Akara orowa chiron / 671 nup kamui Aekoyayattasap 
/ 672 nei Aeonkami chironnup 
 
【表記変更】 
iwan poro kamuy nekona sino ramante wa ene siran h_i taan” ari uhawtaroyse pa ukonupetne pa yakka “tapne kane 
yayhumsu114 an” ari ka itak=an ka somo ki no iri a=ukasuy. sino harukor ninkehe hene sino pirka. iri=an cin=an115 
kamuy haru poro kumatay a=kar. inawni tuye=an poro inawsan asinno a=kar wa tutko pakno usa okay pe a=ukasuy 
ayne tonoto ari inaw ari iwan wen kamuy a=nomi pa a=hopunpare a=eramusinne. a=utari utar(i)116 usa rus hene 
ninke hene kam hene hoskino a=sere pa a=sapte okake ta sinnay usa kamuy haru poronno kas soyke ta inawsan kotca 
ta ikiri a=kar aynu utar topaha ne a yakka sine cup tu cup pakno ikiri a=kar. orowa cironnup kamuy a=ekoyayattasa 
p ney a=eonkami cironnup 
 
【訳】 
六頭の大きな熊を、いったいどのように獲たいと強く思ってか、そのようになったことか」と、騒々しく
話し、喜び合うけれど、「このようにして不意の出来事があって」ということも私は話さずに、皮剥ぎを
皆で助け合ってする。とても脂がのっていて、胆のうもとても良い。皮を剥いで広げ、熊の肉の大きな干
し竿を林立させる。イナウにする木を私は切って、大きな幣場を新たに作って、二日ほども様々なことを
我々は協力し合ってして、酒でイナウで六頭の悪熊に我々は祈りを捧げ、送り、それで安心した。私の同
胞たちへは、毛皮であれ胆のうであれ肉であれ、先に私は（荷物を）背負わせて、山を下りさせた後で、
それとは別に私は熊の肉をたくさん狩小屋の外の幣場の前に積み上げて（熊肉の）山を作り、人間の集団
であっても一か月二か月（くらいは食べられる）ほどの山を作った。そして狐のカムイへ返礼をすること
を、その私が拝礼する狐の 
 
 
 
  
                                                   
114 yayhumsu：不意の出来事 An Accident（『バチェラー辞典』p.561） 
115 cin：拡げる To spread out. To stretch out（『バチェラー辞典』p.81） 
116 ここは utarとなるはずではないかと思われるが、原ノートには utariとある。 
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p.28 
【原文翻刻】 
673 kamui anak ne unihita / 674 an wa usetara Akeutumu / 675 kushna nukara katu an / 676 eraman nei an chikarata 
/ 677 kanto otta an Nuburi noshki / 678 un kamui orun neyakka / 679 Inau roshki an Inau Ebuni / 680 An usa satchep 
tonoto abu / 681 ni kane nuburi kesun haita / 682 wen kamui utara kotchake / 683 Aeyayunashke taban tewano / 684 
yaikokatbakba nankoro tambe / 685 kusu Ahonnere kunine / 686 kotchake Ane nei anchikara / 687 ta yaiwentarap 
kokanu an / 688 kusu kash otta reushi an / 689 aike Ierupshiketa eashka / 690 Ainu anakne somone sonno / 691 kamui 
nenoine okai okkaipo / 692 ka utarabake shino rametok / 693 utara iwan utarapa kosonte / 694 batek utomechiu kane 
okaibe / 695 ene okai rametok utara nep / 696 ka shino iyayababu kunip / 697 nenankora shine ikinne 
 
【表記変更】 
kamuy anakne unihi ta an wa usetara117 a=kewtumu kusnanukar118 katu an=eraman.  
ney ancikar ta kanto or_ ta an nupuri noski un kamuy or un ne yakka inawroski=an inawepuni=an usa satcep 
tonoto a=puni kane nupuri kes un hayta wen kamuy utar kotcake a=eyayunaske119. <tapan tewano yaykokatpak pa 
nankor. tanpe kusu a=honnere kunine> kotcake a=ne120. ney ancikar ta yaywentarapkokanu=an kusu kas or_ ta 
rewsi=an ayke i=erupsike ta easka aynu anakne somo ne sonno kamuy ne noyne okay okkaypo ka utarpake121 sino 
rametok utar iwan utarpa kosonte patek utomeciw kane okay pe ene okay rametok utar nep ka sino i=yayapapu kuni 
p ne nankora sine ikinne 
 
【訳】 
カムイが自分の家にいて、はっきりと私の心を見通した様子を私は見て取った。 
その晩、天にある山のに住む熊へも、私はイナウを立て、イナウを捧げ、いろいろ干し魚や酒を供え、
山裾に住む馬鹿な悪熊たちについては、ひどい罰を与えないように頼んだ。＜これからは後悔するだろ
う。だから許してもらえるように＞私は頼んだ（？）。その晩に、自分自身の夢に耳を傾けるために狩小
屋に私は泊まると、私の枕上に、とても人間ではなく本当にカムイのような年は若いが立派な男性、真の
勇気をもつ者たちが六人、小袖ばかり重ね着している者たち、そのような勇者たちが、何か私に陳謝しよ
うとしているのだろうか、一列になって、 
 
 
  
                                                   
117 usetara：よく、充分に、はっきり、手にとる如く、ちゃんと（『久保寺辞典稿』p.298）；（幌別）はっきりした（『方言
辞典』p.298） 
118 kusnanukar：透して見る、透視する、見ぬく（『久保寺辞典稿』p.148）；～を見とおす（『奥田辞書』） 
119 kotcake eyayunaske（～の前・で丁寧に断る）：…をかばってあやまったり願ったりして要求や命令を撤回して
くれるように求める（『沙流方言辞典』p.344） 
120 kotcake a=neというアイヌ語の表現の意味が良くわからないのだが、文脈から直前と同じような内
容のことではないかと類推した。 
121 『アイヌ語音声資料』第 2巻 p.52に okkaypo ka utarpakeとあり、「年こそ若いけれども立派な
方」と訳されている（p.53）。参考――aynu ka utarpake：男の中でも特に威風堂々とした立派な男性
（『沙流方言辞典』p.793） 
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p.29 
【原文翻刻】 
698 Itukarike kohebokiki kane / 699 tubeken nube yaikorapte / 700 koro Ikohebumba obittano shine / 701 Ikinne 
ikoonkamiba inkara / 702 kusu Ishkara betbut un / 703 uben Ainu nishpa Ean / 704 kushkeraibo taban tewano / 705 
sonno yaikokatbak an eashkai / 706 Ikotcha Eeyayunashke wa Eikore / 707 kushkeraibo kamui otta okai / 708 Aona 
Aunuhu hene moshma / 709 kamui utara orowano Ihon- / 710 nereba an wa tewano kamui / 711 oro Aeiyot eashkai 
ruwe ne / 712 Iwan iriwak anewa tane ohon / 713 no sonno wemburi batek / 714 Akirusui wa kamui orun / 715 hene 
ainu orun hene irara / 716 An tane anak ne barakoatbap / 717 Ane kusu toi rai wen rai / 718 Akiba nepne ushika 
akoyai / 719 rambeutekba teine bokmoshiri / 720 aikooterekeba kuni batek ara- / 721 muba Akoro katbak etusare wa 
/ 722 Eikore nitne Inau neyakka 
 
【表記変更】 
i=tukarike kohepoki ki kane tu pekennupe yaykorapte kor i=kohepunpa. opittano sine ikinne i=koonkami pa “inkar 
kusu, Iskar pet put un upen aynu nispa, e=an kuskeraypo tapan tewano sonno yaykokatpak=an easkay. i=kotca 
e=yayunaske wa e=i=kore kuskeraypo kamuy or_ ta okay a=ona a=unuhu hene mosma kamuy utar orowano 
i=honnerepa=an wa tewano kamuy oro a=eiyot easkay ruwe ne. iwan irwak a=ne wa tane ohonno sonno wen puri 
patek a=ki rusuy wa kamuy or un hene aynu or un hene i=rara=an. tane anakne parkoat pa p a=ne kusu toy ray wen 
ray a=ki pa nep ne usi ka a=koyayrampewtek pa teyne pok mosir a=i=kooterke pa kuni patek a=ramu pa. a=kor 
katpak e=tusare122 wa e=i=kore nitne inaw ne yakka 
 
【訳】 
私の前に頭をさげて、二つの涙（三つの涙）を流しつつ、顔を上げる。皆が一列になり私に拝礼（オンカ
ミ）して、「お聞きください、石狩川の河口の若い人間の長者さん、あなたがいるお陰で、これからは我々
は本当に悔い改めることができます。あなたが私たちのことを取りなしてくれたお陰で、カムイの世界
にいる両親や他のカムイたちから私たちは許されて、これからはカムイの世界に仲間入りすることが（？）
できます。私たちは六人兄弟で、今は長いこと、とても悪い振る舞いばかりをしたくて、カムイの世界で
も人間の世界でも見下されてきたのです。今は罰が当たったので、酷い死悪い死をとげ、どのような場所
かも分からない湿った地底の世界へ私たちは蹴落とされるだろうとばかり思っていたのです。私たちの
罪をあなたが許してくれて、魔物向けのイナウであっても、 
 
 
  
                                                   
122 katpak：罪（『バチェラー辞典』p.239）；katpak-tusare：罪を赦す to forgive sins, to absolve（『バチェラー辞
典』p.239） 
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p.30 
【原文翻刻】 
723 sonno Inepkoro okai wembe / 724 utara sonno eyaiiraikep ne / 725 awa shiroma Inau base inau / 726 ari usa 
keran aep hene boron / 727 no tonoto hene boronno Eienomi / 728 ba sonno keutum oshi wano / 729 ramoshi wano 
base tara yayi- / 730 raike an na sonno wembe / 731 utara ane a yakka Ainu / 732 Nishpa enewa kamui akkari / 733 
Ewayashnu Ekoro irenka shino / 734 pirika kushkeraibo tapkora- / 735 chino kamui Ane eashkai / 736 tambe kusu 
taban yayirai- / 737 ke anak ne nei bakno / 738 neyakka ramma aoira / 739 somoki kushne nei bakno / 740 neyakka 
Eeshikarun anwa / 741 Emauko pirika tusantek / 742 kata resantek kata sonno / 743 Emauko pirika kunine / 744 
Eseremaka Aehoraraba / 745 kushne na ari hawe okai / 746 bokoro yainu anko shichat / 747 tektek an tarap an humi 
ne 
 
【表記変更】 
sonno i=nepkor okay wenpe utar sonno eyayirayke p ne awa siroma inaw pase inaw ari usa keran aep hene poronno 
tonoto hene poronno e=i=enomi pa sonno kewtum osi wano ram osi wano pasetara yayirayke=an na. sonno wenpe 
utar a=ne a yakka aynu nispa e=ne wa kamuy akkari e=wayasnu e=kor irenka sino pirka kuskeraypo tap koracino 
kamuy a=ne easkay. tanpe kusu tapan yayirayke anakne ney pakno ne yakka ramma a=oyra somo ki kus ne. ney 
pakno ne yakka e=esikarun=an wa e=mawkopirka. tu santek ka ta re santek ka ta sonno e=mawkopirka kunine 
e=sermaka a=ehorarpa kus ne na” ari haweokay pekor123 yaynu=an ko sicattektek=an tarap=an humi ne 
 
【訳】 
本当に私たちのような悪い者でも、とても感謝する物ですのに、立派なイナウ格の高いイナウで、美味し
い食べ物もたくさん、お酒もたくさん、あなたが私たちに供え物をしてくれたので、本当に心の底から、
魂の底から、丁寧に感謝の意を私たちは述べます。私たちはとても悪い者たちでありましたが、あなたは
人間の長者であって、カムイよりも賢く、あなたの考えもとても良いことのお陰で、私たちはこのように
カムイとなることができます。なので、この感謝の気持ちは、私たちはいつまでも常になくさずにいるつ
もりです。いつまででも私たちはあなたを覚えていて、あなたの運はよくなります。二つの子孫の身の上
も、三つの子孫の身の上も、あなたが本当に運がよくなるように私たちは鎮座しているつもりですよ」と
言ったかのように私は思い、パッと目が覚めた。私は夢を見ていたので 
 
  
                                                   
123 原ノートでは pokorのような書き方がされている。 
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p.31 
【原文翻刻】 
748 Aan Eashka nubetne an / 749 tapne kane sonno wembe / 750 utara neba a yakka neino / 751 sonno 
yayokabashteba yaikokatbak / 752 ba kamui oro eiyeutanne eashkai / 753 ba orowa neita bakno neyakka / 754 
Ikoyairaike i oira somoki no / 755 Iseremaka ush mauko pirika / 756 an kunine kiba wa Ikorobare / 757 hawe shino 
Aenubetne Anan / 758 kushkeraibo tapne ari / 759 hawe okai koroka sonno ambe / 760 anak ne chironnup kamui / 
761 an kushkeraipo tapne ne ari / 762 yainu an chironnup kamui / 763 anakne neita bakno neyakka / 764 yayeshina 
wa neikotomno tap / 765 hawe okaibe ponno ka chironnup / 766 kamui kobak itak ka somokiba / 767 chironnup 
kamui shinenne / 768 wa iseremaka ush Ipirikare a / 769 yakka ene he tapne aenubetne / 770 humi an awa kashike 
unsui / 771 tapkorachi nitne kamui ne / 772 Aramu rokpe hene kamui newa 
 
【表記変更】 
aan.  
easka nupetne=an. tapne kane sonno wenpe utar ne pa a yakka neyno sonno yayokapaste pa yaykokatpak pa 
kamuy oro eiewtanne(?) easkay pa. orowa neyta pakno ne yakka i=koyayirayke h_i oyra somo ki no i=sermaka us 
mawkopirka=an kuni ne ki pa wa i=korpare hawe sino a=enupetne. <“an=an kuskeraypo tapne tapne” ari haweokay 
korka sonno anpe anakne cironnup kamuy an kuskeraypo tapne ne> ari yaynu=an. cironnup kamuy anakne neyta 
pakno ne yakka yayesina wa ne h_i kotomno tap haweokay pe ponno ka cironnup kamuy kopak itak ka somo ki pa 
cironnup kamuy sinenne wa i=sermaka us i=pirkare a yakka ene hetapne a=enupetne humi an awa kasikeun suy tap 
koraci nitne kamuy ne a=ramu rok pe hene kamuy ne wa 
 
【訳】 
あった。 
私はとても嬉しく思った。このようにとても悪い者たちであったが、そのように本当に後で気づき、後
悔して、そのことでカムイの世界で同族の仲間入りができた。そうして、いつまでも私に感謝をすること
を忘れずに、私の背後につき運を良くなるようにしてくれるという話で、私はとても喜んだ。＜「私のお
かげで云々」と彼らは言ったが、実のところは狐のカムイがいたおかげでこうなったのだ＞と私は思っ
た。狐のカムイは、いつまでも自分のことを秘密にするらしく、この話をした者たちは少しも狐のカムイ
に向けて言葉を発することもなく、狐のカムイは一人で私の憑神となり私の運勢を良くしてくれたのだ
が、こんなにもまあ喜ばしいことがあって、おまけにまたこのように魔物のカムイだと私が思っていた
ものでも、カムイであって、 
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p.32 
【原文翻刻】 
773 neita bakno neyakka Ikao / 774 biuki Iseremak ush kuni i / 775 boronno ta yeba hawe eash- / 776 ka ramoshi 
wano Aenubetne / 777 hobuni an onkami an Aokai / 778 neyakka neita bakno neyakka / 779 nuburikesh un kamui 
utara / 780 Aoira somoki kuni i ramma / 781 Aoka nomi kuni i oshino / 782 Akoitak tap orowa soita eashin / 783 no 
kamui kumatai chep kuma- / 784 tai shinnai kane Akara tap orowa / 785 obittano chironnup kamui / 786 Aenomipne 
akorep ne Aekoya- / 787 yattasap nei Aye newa shino / 788 ramushinne anwa sanan / 789 Autari utara hene Akoro / 
790 katkemat hene eashka / 791 Iuko kobuntekba uwenubetne / 792 an iwan boro ketunchi iwan / 793 boro Ninke 
tura betbutta / 794 Ihok tono chip yan ita aei- / 795 yok tono sake kamui sake tono / 796 pirika kera pirika amam / 
797 hene usa kamtachi hene 
 
【表記変更】 
ney ta pakno ne yakka i=ka opiwki i=sermak us kuni h_i poronno taye pa hawe easka ramosiwano a=enupetne. 
hopuni=an onkami=an aokay ne yakka neyta pakno ne yakka nupuri kes un kamuy utar a=oyra somo ki kuni h_i 
ramma a=okanomi124 kuni h_i osino a=koytak. tap orowa soy ta easinno kamuy kumatay cep kumatay sinnay kane 
a=kar tap orowa opittano cironnup kamuy a=enomi p ne a=kore p ne a=ekoyayattasa p ne h_i a=ye ne wa sino 
ramusinne=an wa san=an.  
a=utari utar hene a=kor katkemat hene easka i=ukokopuntek pa uenupetne=an. iwan poro ketunci iwan poro 
ninke tura petput ta ihok tono cip yan h_i ta a=eiyok. tono sake kamuy sake tono pirka kera pirka amam hene usa 
kamtaci hene 
 
【訳】 
いつまでも私を助け、私の背後に憑くつもりであることを何度も言い並べたことを、心の底から私は嬉
しく思った。私は起き上がって祈りを捧げ、いつまでも山裾に住むカムイたちを忘れるつもりがないこ
と、いつも供養をするつもりであることを、後から（彼らに）述べた。さてそして、外には再び、熊の肉
を干す竿の林、鮭の肉を干す竿の林を、それぞれに私は作り、そしてすべてが狐のカムイへの捧げ物で、
贈り物で、彼女へのお礼の品であることを私は言って、とても安心して山を下りてきた。 
私の同胞たちも、私の妻も、皆とても私のことを喜んでくれて、私たちは喜び合った。六つの大きな毛
皮、六つの大きな胆のうを持って、河口に商売人の和人が舟を着けている所で、私は売った。和人の美味
しい酒、和人の味の良い穀物であれ、麹であれ、 
 
 
 
  
                                                   
124 okanomi：供養する、釜を送って拝む、弔ふ（『久保寺辞典稿』p.184） 
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p.33 
【原文翻刻】 
798 usa okai pirikap usa kerambe / 799 boronno ahok tuba reba utat / 800 turanno Ae bakno akoro bakno / 801 
boronno Ihok an shisamu utara / 802 neyakka shino yaikobuntekba / 803 orowano sui Aunihi ta boro / 804 sake akara 
boro marapto shuke / 805 Aki wa inne kamui utara / 806 Inau ari aep ari anomi nerok / 807 Iwan kamui utara neyakka 
/ 808 pirikano aokanomiba nea / 809 chironnup kamui neyakka / 810 hoshki ruino Anomi Autari / 811 utara amam 
hene kamtachi / 812 hene nepne yakka tono aep / 813 hene boronno akousaraiba eash / 814 ka kotan uturu bebunitara 
/ 815 kane uhautaroiseba ukonu- / 816 betneba sonno uben kotan / 817 koro Nishpa umurek sonno / 818 kamui neino 
keutumu / 819 pirika kusu tapkorachi no / 820 Iomumbe kare an Ibeno an / 821 shiri ari hawe okai chiki / 822 umurek 
anewa nube tura 
 
【表記変更】 
usa okay pirka p usa keran pe poronno a=hok tu pa re pa utar_ turanno a=e pakno a=kor pa kus poronno ihok=an. 
sisam utar ne yakka sino yaykopuntek pa.  
orowano suy a=unihi ta poro sake a=kar poro marapto suke a=ki wa inne kamuy utar inaw ari aep ari a=nomi. 
nerok iwan kamuy utar ne yakka pirkano a=okanomi pa nea cironnup kamuy ne yakka hoski ruyno a=nomi. a=utari 
utar amam hene kamtaci hene nep ne yakka tono aep hene poronno a=kousaraypa125 easka kotan uturu pepunitara 
kane uhawtaroyse pa ukonupetne pa “sonno upen kotan kor nispa umurek sonno kamuy neyno kewtumu pirka kusu 
tap koracino i=omunpekare=an126 ipeno=an siri” ari haweokay ciki umurek a=ne wa nupe tura 
 
【訳】 
いろいろな良い物、美味しい物をたくさん私は買い、二年三年と同胞たちと一緒に食べられるくらいの
量が手に入るよう、たくさん買い物をした。和人たちもとても喜んだ。 
そしてまた、私の家でたくさん酒を造り、たくさん客人を招いて料理を作り、多くのカムイたちへイナ
ウと食べ物で捧げ物をした。あの六人のカムイたちもよくよく弔い、あの狐のカムイへも真っ先に祈り
を唱えた。私の同胞たちとも、穀物も麹も、なんであれ和人の食べ物も、たくさん私は分け合って、本当
に村の中がにぎやかで、人々が騒がしくし、互いに喜び合い、「本当に若い村長の旦那夫婦が、本当にカ
ムイのように心がきれいなので、これこのように私たちは世話をされて、よい食事をしていることだな
あ」と口々に言うと、私たちは夫婦で涙を流しながら 
 
 
  
                                                   
125 kousaraye：【動３】～と～を分け合う（『奥田辞典』） 
126 omumpekare「世話をする」（『ユーカラ集２』p.211） 
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p.34 
【原文翻刻】 
823 sonno nubetne an tambe / 824 neino nei obittano chironnup / 825 Kamui an kushkeraibo ne / 826 ari keutum otta 
onkami / 827 tura yaiiraike an nerok / 828 kucha otta chironnup / 829 Kamui orun Aomante aep / 830 utara uina a 
ruwe hean / 831 nekona neya ari yainu / 832 an kusu arorokeshne shine / 833 an tota beni un kucha otta / 834 omanan 
wa inkaran awa / 835 nerok Inausan kotchaketa / 836 ikiri akara a aep obittano pon / 837 uibeboka hachiri somokino 
/ 838 obittano isam chise soita / 839 okai kuma oro op neyakka / 840 obittano isam Anukara / 841 chiki eashka 
nubetne an / 842 onkami an pon yayattasa / 843 ne Akip chironnup kamui / 844 nubetneno uk ruwe ne / 845 sun anne 
ari yainu an / 846 shino ramu shinne an i / 847 Ayekoro Ashiri chep akoikiwa 
 
【表記変更】 
sonno nupetne=an.  
<tanpe neyno ne h_i opittano cironnup kamuy an kuskeraypo ne> ari kewtum or_ ta onkami tura yayirayke=an. 
<nerok kuca or_ ta cironnup kamuy or un a=omante aep utar uyna a ruwe he an nekona ne ya> ari yaynu=an kusu 
arorkesne127 sine an to ta peni un kuca or_ ta oman=an wa inkar=an awa nerok inawsan kotcake ta ikiri a=kar a aep 
opittano pon uype poka hacir somo kino opittano isam. cise soy ta okay kuma oro o p ne yakka opittano isam. a=nukar 
ciki easka nupetne=an onkami=an “pon yayattasa ne a=ki p cironnup kamuy nupetneno uk ruwe nesun an ne” ari 
yaynu=an sino ramusinne=an h_i a=ye kor asir cep a=koyki wa  
 
【訳】 
とても喜んだ。 
＜このようになったことは全て狐のカムイがいてくれたおかげだ＞と、私は心の中で祈りながら感謝
した。＜あの狩小屋で狐のカムイへ送った食糧を、取っただろうか、どうだろうか＞と私は思ったので、
こっそりとある日、川上の狩小屋へ行き眺めたところ、例の幣場の前に列を作った食糧がすべて、小さな
食べ屑すら落とさずに、すべてなくなっていた。家の外にあった干し竿のところに置いた物もすべてな
くなっていた。それを私は見て、とても喜んでオンカミして、＜小さな返礼として私がそのようにした物
を、きっと狐のカムイが喜んで受け取ったのだ＞と考えて、とても安心したことを言い、新しい鮭を獲っ
て、 
 
 
  
                                                   
127 arorkesne：全く内密に（adv）, ~no：そつと、沈黙つて、何も云はず（『久保寺辞典稿』、p.29） 
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p.35 
【原文翻刻】 
848 sui Inausan kotcha ta Aare / 849 chironnup kamui ukku nine / 850 Ayekoro sanan orowano ramma / 851 ukorachi 
shino yuptek kuru / 852 Ane kusu soita monraike / 853 hene chise otta nepki hene / 854 Akoro katkemat tura uram / 
855 kobashte an chironnup kamui / 856 yea itak aoira somoki awa / 857 soonnoboka shine ani wano / 858 Akoro 
katkemat shinnai katbo / 859 Iyeunu honkoro eboso kane / 860 kamui ari aye koro anomip / 861 kamui ne kusu yep 
sone / 862 ruwe okai chiki boo hene / 863 chironnup kamui iberusui / 864 wa tokap rachichi kane ibe / 865 an okakehe 
terewa an ruwe / 866 tap neyakka sonno Anu- / 867 kara apkoro yainu anchi- / 868 ki ramma Ashikihi ika / 869 ika 
kane shine antota / 870 Akoro katkemat tarui nuwap / 871 hanke nuwap uturare hesa- / 872 shi wa hemakashi wa 
karakarase 
 
【表記変更】 
suy inawsan kotca ta a=are cironnup kamuy uk kunine a=ye kor san=an.  
orowano ramma ukoraci sino yuptek kur a=ne kusu soy ta monrayke hene cise or_ ta nepki hene a=kor 
katkemat tura uramkopaste=an128. cironnup kamuy ye a itak a=oyra somo ki awa soonnopoka sine an h_i wano a=kor 
katkemat sinnay katpo ieunu129 honkor. eposokane kamuy ari a=ye kor a=nomi p kamuy ne kusu ye p sone ruwe 
okay ciki poo hene cironnup kamuy iperusuy wa tokapracici kane ipe=an okakehe tere wa an ruwe tap ne yakka 
sonno a=nukar apkor yaynu=an ciki ramma a=sikihi ika ika kane sine an to ta a=kor katkemat taruy nuwap hanke 
nuwap uturare130 hesasi wa hemakasi wa karkarse 
 
【訳】 
また幣場の前に置いて、狐のカムイが受け取るようにと言って山を下りた。 
それから、いつもどおりに、私はとても働き者であるので、外での仕事であれ、家での仕事であれ、妻
とともに助け合った。狐のカムイが言った言葉を私は忘れないでいたところ、やはり本当にある日から
私の妻がそれまでと異なる外見をして、お腹が大きくなった。やはり私たちがカムイだと言って祈る者
はカムイであるので、言うことは本当にそうなるので、なおいっそう狐のカムイがお腹を空かしていて
乳房が下がっているほどで、私が食事をした後を待っていたのであったが、本当に私は（その姿を？）見
ているように思い、いつも自分の目が（涙で）溢れている（？）と、ある日、私の妻が高いうなり、低い
うなりを続けて、前方へ後方へころがり、 
 
 
  
                                                   
128 ramkopaste：<<ホロベツ>>手つだう（『人間篇』p.615） 
129 ieunup：したるもの（『久保寺辞典稿』p.95） 
130 taruy nuwap hanke nuwap uturare：高く低く唸りつずける（『人間篇』p.80） 
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p.36 
【原文翻刻】 
873 kotchake wa kari an oshmake / 874 wa kari an kane ikichi an / 875 aine sonno Aomap kusu / 876 an pon okkaipo 
use chish / 877 hau konna chairototke son / 878 no aeyaikobuntek kamui orun / 879 nani yayiraike an onkami / 880 
an eashka shino nisashnuwa / 881 sonno itto tuk korachi no / 882 irukai neko boro boro kane iki / 883 sonno kamui 
renkaineno / 884 Akorobe ne kusu kamui nei / 885 no shiretok koro ruwe boohene / 886 Aukoomap oshi neyakka 
tupo/ 887 repo Aukosapte tane anak / 888 ne po tum Ao kamui utara / 889 yepkorachi inne kamui / 890 Iseremaka 
ushbe ne kusu / 891 sonno mauko pirika an / 892 Apo utari obittano nisash / 893 nuba hoshkino rupne ike / 894 
iramko bashteba okkai utara / 895 kikushne monraike ekimne / 896 hene reba hene chipta hene / 897 Inuye hene 
nepneyakka 
 
【表記変更】 
kotcake wa kari=an osmake wa kari=an kane ikici=an ayne sonno a=omap kusu an pon okkaypo use(?) cis haw konna 
cayrototke. sonno a=eyaykopuntek kamuy or un nani yayirayke=an onkami=an.  
easka sino nisasnu wa sonno ittotuk koraci no irukay neko poro poro kane iki. sonno kamuy renkayne no a=kor 
pe ne kusu kamuy neyno siretokkor ruwe poohene a=ukoomap. osi ne yakka tu po re po a=ukosapte tane anakne po 
tum131 a=o. kamuy utar ye p koraci inne kamuy i=seremaka us pe ne kusu sonno mawkopirka=an a=po utari opittano 
nisasnu pa hoskino rupne h_ike i=ramkopaste pa okkay utar ki kus ne monrayke ekimne hene repa hene cipta hene 
inuye hene nep ne yakka 
 
【訳】 
その前へ私は回り、その後ろへ私は回り、そうしていたあげくに、本当にかわいい男の子がわあわあと頻
りに泣く声がする。私は本当に喜んで、カムイへもすぐに感謝をしてオンカミをした。 
本当にとても丈夫で、まるで一日一日大きくなるように、少しの間にどんどん大きくなる。本当にカム
イのおかげで授かったものであるので、カムイのように容貌が良く、私たち（夫婦）はなおいっそう彼を
かわいがった。その後にも二人の子ども、三人の子どもを私たちはつくり、今や（たくさんの）子どもた
ちに私たちは取り囲まれている。カムイたちが言ったように、たくさんのカムイが私の背後に憑いてい
るので、とても私は運気がよく、私の息子たちもみな健康で、先に大きくなった者たちが私を助け、男た
ちがするような仕事を、山へも、沖漁へも、舟づくりでも、彫り物でも、何でも 
 
 
 
  
                                                   
131 次のページで孫たちの話をするときは tumuとなっている。 
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p.37 
【原文翻刻】 
898 Aebakashnuba nei no sui / 899 Amatnepo utara hoshkino / 900 rupne ike utara unuhu / 901 ramkobashteba nepne 
yakka / 902 matainu utara kikushnep / 903 nepne yakka unuhu wa eyai- / 904 hanokkaraba kamui utara / 905 
yepkorachi moshittui kata / 906 isam Nishpa ane sonno nepka / 907 Ikawa tui apkoro kane nishpa / 908 ne an Apoho 
utari uoshi oshi / 909 no Itomnukaraba matkoroba / 910 hoku koroba irukai neko Nitpo / 911 tumu Ao umurek anewa 
apoho / 912 utara neyakka shino Aesambe / 913 hauke aomap a koroka tane / 914 Nitpo tumu aowa inkaranko / 915 
Apoho utari kasuno Anitpo / 916 utari iyotta Aomap keshto / 917 anko shibishkani un Anitpo / 918 utari auko 
henkotba auko / 919 omap Apoho utari uben / 920 An aita korachi shino isonba / 921 Iuko nunuke an Apo utari / 922 
Anitpo utari pirikano uomap 
 
【表記変更】 
a=epakasnu pa neyno suy a=matnepo utar hoskino rupne h_ike utar unuhu ramkopaste pa nep ne yakka mataynu utar 
ki kus ne p nep ne yakka unuhu wa eyayhanokkar132 pa kamuy utar ye p koraci mosir_ tuyka ta isam nispa a=ne 
sonno nep ka i=ka wa tuy apkor kane nispa ne an. a=poho utari uosiosino itomnukar pa matkor pa hokukor pa irukay 
ne ko nitpo tumu a=o umurek a=ne wa a=poho utar ne yakka sino a=esampehawke133 a=omap a korka tane nitpa 
tumu a=o wa inkar=an ko a=poho utari kasuno a=nitpo utari iyotta a=omap kesto an ko sipiskani un a=nitpo utari 
a=ukohenkot pa a=ukoomap a=poho utari upen=an a h_i ta koraci sino ison pa i=ukonunuke=an. a=po utari a=nitpo 
utari pirkano uomap 
 
【訳】 
私は彼らに教えて、同じようにまた娘たちも、先に大きくなった者たちが母親を助けて、何でも女性がや
るようなことを、何でも母親から教えてもらい練習をして、カムイたちが言ったように、国の上にないほ
どの長者に私はなり、本当に何も私の上を横切らないほどの長者になった。私の息子たちも次々に結婚
し、妻をもち夫をもち、少しの間で孫たちに私たち夫婦は取り囲まれることになり、息子たちもとてもか
わいがり、大切にしたのだけれど、今や孫たちに囲まれてみると、息子たちよりも孫たちのことをいっそ
う私たちはかわいがり、毎日自分の周囲に孫たちをかわいがり、大切にして、息子たちは私が若かったこ
ろのようにとても狩が上手で、皆で私を大事にしてくれる。息子たちは孫たちをとてもよくかわいがり、 
 
 
  
                                                   
132 eyayhanokka：【動２】～の練習をする（『奥田辞書』） 
133 esampehawke：いとしがる、やさしくする、不憫がる（樺太）（『久保寺辞典稿』p.67） 
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p.38 
【原文翻刻】 
923 uwekatarotke kuni hene / 924 shukup tui kata tapne tapne / 925 Iki anwa kamui ikoinkarawa / 926 shino nishpa 
anei obittano anure / 927 nep chikoikip neyakka ene / 928 ene aramante katu ika ika / 929 echi oirana neita bakno 
ne- / 930 yakka taban chironnup / 931 Kamui sanke kamui ne / 932  Echinomi kushtap shiranna / 933 ari Apo utari 
Abakashnu / 934 koro tane umurek anewa / 935 kamui onne pirika onne / 936 Aki kushtap aye hawe an / 937 ari 
Ishkara un betbut un / 938 kotan koro Nishpa itak 
 
Huchi kipne 
昭和十六年九月廾四日金成マツ nuyep 
 
【表記変更】 
uekatarotke kuni hene sukup. tuyka ta tapne tapne iki=an wa kamuy i=koinkar wa sino nispa a=ne h_i opittano a=nure 
“nep cikoykip ne yakka ene ene a=ramante katu ika ika eci=oyra na. neyta pakno ne yakka tapan cironnup kamuy 
sanke kamuy ne eci=nomi kus tap siran na” ari a=po utari a=pakasnu kor tane umurek a=ne wa kamuy onne pirka 
onne a=ki kus tap a=ye hawe an ari Iskar un petput un kotan kor nispa itak. 
 
【訳】 
睦れ合いながら成長した。その間に、私がこのようにこのようにして、カムイが守護してくれて、本当に
長者に私がなったことを、すべて私は語って聞かせ、「どんな獲物であってもそのようにそのように心に
かけることを、決して決してお前たちは忘れるのではないよ。いつまでもこの狐のカムイが獲物を下し
てくれるカムイなので、お前たちは祈りを捧げるのだよ」と子どもたちに教えつつ、今や私たちは夫婦で
神の老死、結構な老死をすることになるので、これを私は言っておくのだよ、と石狩の河口の村長の旦那
が語った。 
 
フチが語り 
昭和 16年 9月 24日金成マツ筆録 
 
 
（ふじた まもる・慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス環境情報学部） 
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